A014301183　雑類
A0143 01183　中判役御料理方 雑類 御徒目付

（一）
中判役御料理方
雑類　壱冊
　　　　　　　御徒目付

（二）
中判役并棟梁大工

（三）（付箋）
中判役御料理方
　雑類　一

（四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬来田主税輔
　一慶長四辰九月十四日
　　願意之儀御含通りも有之ニ付
　　当年之儀者米五俵被供候
　一明治二巳年八月七日
　　右同断米拾俵被下候事

（五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元御帳附
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久大夫忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野文哉
一五人扶持
　一文久二戌十月十六日修行筋ニ付
　　如此御扶持方被下置候
　一慶應元丑八月廿一日他国修業中
　　弐人扶持御増都合七人扶持被下置候
　一同三卯二月朔日英学宜ニ付其身壱代被召出
一五人扶持
　如此被下置軍事方被仰付且又御用人支配被仰付修行中
　別段三人扶持被下置候
　　但是迄被下置候七人扶持以後不被下候事、席瓜生三寅次
　一明治元辰年十月晦日御目付支配ニ被仰付候事
　一同二巳年三月十日軍事方其儘数学寮教授方兼
　一明治二巳五月廿二日数学寮方其儘
　　兵学所教授方兼
　一同年七月廿五日兵学取調方被仰付
　　兵学教授方之義ハ御免

（六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元御徒目付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠左衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧本徳次郎
一弐人扶持
　一文久三亥六月十六日岡田準介
　　致世話候外塾所手伝方定詰被
　仰付御扶持方如此被下置
　一明治二巳年九月朔日准訓導申付一統格被召出月俸
　　五口更ニ被下候事
　　　下与力町外塾御預ケ之事、月給米一年分三俵ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都御用向下働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御門番勤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今井久次
　一元治元子五月十九日近年米
　　御用多之処格別骨折御用弁相働候ニ付御先添組格ニ
　　被成下御充行七石弐人扶持ニ御直し二条御屋敷下役兼
　被仰付

（七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都二条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御屋敷御門番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久次忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今井嘉蔵
一弐人扶持
　一元治元子五月十八日当分御出居番代り
　　被仰付勤中御扶持方如此被下

（八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大坂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越州屋事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井市郎兵衛
　一慶應元丑四廿五日御用弁格別出精相勤候ニ付御足弐人扶持被下置
　　其身一代苗字帯刀被指免候

（九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越州屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八太郎
一三人扶持
　一慶応三卯二月五日親市郎兵衛病気罷在
　　御用向難相勤ニ付代替被仰付被下置候様相願候由之代替之上幼年
　　之義ニ付当分御扶持方三人扶持被下置候、且又御屋敷守被仰付
　　勤中弐人扶持被下置候、但牧村清右衛門申添可相勤候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木田新垣内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五郎右衛門
　一文久四子年正月十六日其身一代御手木格
　　御扶持方三人扶持被下置御普請奉行支配被仰付候
　一明治元辰年六月廿五日会征出立　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川五郎右衛門与称ス
　　十一月十五日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山平左衛門
　　是迄被下置候銀米御扶持高ニ御直し三人扶持
　　ニ被成下候得共忰清次郎他国者応接為仕
　　候節も有之候ヘハ親同様帯刀御免被成下候様御別当ゟ之願
　　　附紙平左衛門願之義ハ御取上ニ及ひ申間敷忰清次郎儀ハ他国者応接之節帯刀被指免
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□□也

（一〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本横町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中次役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清次郎
　一文久三亥年十月廿二日御国馬生育御用被
　　仰付右勤中六俵壱人扶持被下置候
　一文久四子年二月十一日他国者江懸合之節
　　帯刀被指免此時桐御紋御上下着用儀も相願候処御取上無之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本横町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利助
　一慶応二刁年八月十一日中次役見習被仰付候
　　　但養父清次郎相果候ニ付利助相続いたし候処
　　　　家業未熟ニ付見習被仰付候事
　一中次役家督之義者他国馬引通候分壱疋ニ付百文ツヽ割賃取受外ニ
　　御国中小荷駄馬所持之分年々鑑札改有之、壱疋ニ付銀弐拾匁ツヽ
　　被受候仕来之由此利助見習被仰付外ニ吉田屋大蔵与申者ハ出役
　　被仰付候得共右給分者半分ツヽ配分之筈御別当ゟ通ニ相成筈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟久
　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜三郎
　一文久三亥年六月五日数年来困窮
　　相勤候ニ付米五俵被下置候　病死滅切

（一一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太蔵
　一慶応元丑六月廿日願之通中次役見習被仰付候
　一慶応二丑年八月十一日中次役本役被仰付候
　　　但中次役家督給分銀之事ハ牧屋利助之所ニ委し
　一同年十月五日先達而本役被仰付候ニ付年々銀三百匁ツヽ被下置候
　　　御厭趣法銀之内ニ而被下置候
　一明治元辰年十二月廿七日苗字御免且又他国掛合之者帯刀御免　日於町役所被申付候事
　一明治二巳年正月廿九日中次役其儘御厩仲間部屋頭被
　　仰付御宛行六俵壱人半扶持被下置候
　　　但昼飯米被下候事

（一二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正玄曙覧
　一慶應三卯年六月十六日
　　年来国学相心懸歌道宜ニ付
　　為御合力年々米拾俵ツヽ被下置候
　　慶応四辰　病死滅切

（一三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡方手附同心
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田吉太夫
　一弘化三午年十二月郡組　一同四未十月雇勤
　一安政四巳十二月種馬掛　一同七申十月書役
一弐人扶持
　慶応三卯五月廿九日種馬御端立以来格別困窮相勤候
　訳も有之趣ニ付種馬飼付方被仰付右勤中御扶持方
　如此被下置候
　　　但跡様之儀も被下置候事
　一明治元辰年御趣意ニ付種馬飼付方被免是迄困窮相勤候ニ付
　　当年限り米七俵被下且再勤相願候節ハ小筒組元席へ被入
　　　但是迄被下候弐人扶持之義以後不被下候事

（一四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小筒組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小寄合格同様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧田順蔵
　一文政十亥年御持弓組被召抱
　一万延元申年小頭役
　一慶応元丑年小寄合格同様之御取扱
　一同三卯年御趣意ニ付小頭役御免
　一同年十二月廿二日年来書生世話出精相勤候ニ付年々米五俵ツヽ
　　被下置勤中明道館教授役支配被仰付候

（一五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿浦御舟蔵番人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋雄左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米ケ浦遠見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利源左衛門
　一慶応四辰年二月廿八日
　　此度御都合ニ付浜坂運上会所本役勤被仰付
　　壱人ツヽ致交対候様
　　　但御奉行支配被仰付候

（一六）
　　　　　　　　　　陪臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲葉俊之助家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田準介
　一慶應元丑年閏五月十日年来
　　学問心懸宜候ニ付御尋之節御通懸之
　　御目見被仰付候
　一同二刁八月晦日年来生徒引立方出精ニ付訓導師並席ニ被仰付候
　一文久戌九月廿日外塾師其儘学諭被仰付右勤中俵数四俵御増
　　都合拾弐俵ツヽ年々被下置
　一慶応四辰四月八日会計局へ罷出御用向可相勤旨被仰付候事
　一明治二巳年八月右御用被免罷帰り俵数不被下候事

（一七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田川廉介
　一万延元申九月廿六日内願も
　　有之候ニ付外塾師御免被成是迄
　　被下置候御扶持方三人扶持之内為御手当弐人扶持被下置候
　一慶応四辰年閏四月十六日被召出候、外塾師其儘被仰付御扶持方
一五人扶持
　　如此被下置役御番組江被入候
　　　是ゟ跡雑輩へ書継

（一八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平貫之助家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山村文三郎
　一慶応四辰年閏四月十六日
　　明道館授読被仰付勤中御扶持方
一三人扶持
　　如此被下置候
　一明治二巳年笠松御用

（一九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狛帯刀家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳賀真之助
　一慶長四辰今般越後地へ御人数出張之節　六月十九日
　　今度御出陣中軍事方御雇被仰付候
　　　但御先手御人数附属ニ而六月廿五日出立
　　　十一月十二日帰

（二〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲葉俊之助家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村恒助
　一慶応四辰六月十九日今般越後地へ監軍
　　松平源太郎罷越候ニ付同人附属被仰付候事
　一明治二巳年正月廿日御雇を以寺社町役所調役介被
　　仰付新番格之御取扱ニ被成下町頭取支配ニ被仰付御宛行
一御扶持方七人扶持
　　如此被下置候
　一同年改心所方被仰付　一同年改心所方養生所方兼

（二一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本龍次郎
　一文久二戌五月廿日学問為修行出方府在候ニ付
　　当分御上屋敷学問所句読師同様被仰付
　　右中弐人扶持被下置候
　一慶應元丑年正月廿五日
　　探索方御雇被仰付度々
　　御屋敷江相運ひ失脚等も相嵩
　　難渋之趣ニ付月々金一両弐歩ツヽ御手当被成下候
　一同年三月六日探索方御雇被仰付置候得共御趣意ニ付御免被成候、且又
　　今般昌平坂於学問所舎長助役被仰付繁勤ニ付内達之趣も有之ニ付
　　御上屋敷学問所句読師之儀も御免被成候
　一八月廿一日先達而御含御用被仰付候処内達之趣無拠儀ニ相聞候間御免被成候
　　　但右勤中御増弐人扶持且為失脚月々金壱両弐歩ツヽ被下候義以後不被下候事

（二二）
　　　　　齢百歳并三子出生御扶持方被下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長橋浦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩吉祖父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤左衛門
　一文久元酉正月十八日齢百歳ニおよひ
　　候ニ付其身一代御扶持方弐人扶持被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎金右衛門
　一文化二丑年六月十六日妻□子年三子出生ニ付
　　三ケ年之内年々俵数三俵ツヽ可被下置旨被仰渡
　　右三子之内両人追々相果候ニ付被仰出候俵数被下置間敷儀ニ候得共

（二三）
　　是迄之先例相万慮候ニ付御憐愍之上今年切俵数五俵被下、且又已来
　　出生之儀有之節ハ其年切俵数七俵被仰下置候旨ニ候間猶又其節ニ可被仰
　　出候間左様可相心得旨御奉行織田半左衛門ニ申渡候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平尾村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　善四郎妻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つよ
　一天保十一年八月十一日三子出生二人男壱人女
　　三人共無難ニ六月立候ニ付御手当米被成下候趣
　　郡奉行ゟ伺ニ付同年九月五日当年限り米七俵被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤官兵衛
　一安永七戌年五月齢百歳ニ付一生之内三人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅見又七郎組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田丈右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母
　一天保三卯年正月廿五日右同断一生之内弐人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御駕町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠屋甚吉母
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よそ
　一文政十亥年二月十一日右同断ニ付弐人扶持

（二四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　善太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祖母
　一文政十亥年四月十六日右同断ニ付
　　御方□様江寿餅献上ニ付銀三拾匁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祝町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餅屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祖母
　一天保九戌年十二月十六日百歳ニ付弐人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中平吹村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小十郎　母
　一明和三戌正月十六日百歳ニ付一生之内弐人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小稲津村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武右衛門　祖母
　一弘化四未年正月廿三日百歳ニ付弐人扶持

（二五）
　　　　　　　　　　新組
　一元治元子年九月十九日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小頭
　　　森行　　　吉川吉大夫　　西堀　　　山下喜八　　　寺前　　　酒井伝左衛門

　　　　　　　小頭介　　　　　　　　　小頭
　　　大畑　　　大村多四郎　　幾久　　　幾田善助　　　大畑　　　鈴木吉五郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小頭介
　　　北野上　　川合仙十郎　　小稲津　　奥村増大夫　　和田東　　野村勘兵衛

　　　小稲津　　稲沢丈大夫　　山奥　　　湯浅政太郎　　下中　　　高村甚大夫

　　　　印
　　　下河北　　吉岡藤蔵　　印下河北　　吉村喜太郎　　泉田　　　松井柳左衛門
　　　　　　願御免　　　　　　願御免

　　　大和田　　村岡次郎吉　　下馬　　　関岡仙助　　　小稲津　　坂野祐左衛門

　　　　慶応三卯二月
　　　堂嶋　　　小林文右衛門　太田　　　中川与三吉　　堂嶋　　　吉田円左衛門
　　　　被指免入牢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
慶応三卯二月
　　　堂嶋　　　吉村猪兵衛　　　　　　　猪坂喜作　　　堂嶋　　　野村栄大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被指免入牢

（二六）
　　　　　　　此方十一月十一日被仰付　稲沢次　　　　　　　　　岩佐次
　　　毘沙門村　吉永善七　　　小稲津　　岩佐利三吉　　泉田　　　長谷川源之助
　　右新組ニ被召抱其身一代五石弐人扶持被下置候
　　　但御徒目付支配被仰付候事
　　　　　〆

　一慶応元丑年十二月銀壱貫五百文為冥加献銀　　　　　　　　　　　酒井伝左衛門

　一同二寅年三月銀弐貫五百文右同断　　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之助

　一同年五月廿日当方三ノ間御庭口御門番昼夜　　　　　　　　　　　新組之者
　　壱人ツヽ相勤候様被仰付候　但同年十二月御庭口御門〆切相成
　　　　　　　　　　　　　　　　候ニ付被指免

　一同年七月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小頭
　　　　不慎之趣有之ニ付三人席下ケ之上押込被仰付　　　　　　　　吉川吉大夫
　　　　　　但廿八日御覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下喜八

　　　右同断ニ付壱人席下之上押込　　　　　　　　　　　　　　　　松井柳左衛門
　　　　　　但廿四日御覧

　一同年同月廿六日小頭役被仰付候　　　　　　　　　　　　　　　小頭介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井伝左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幾田善助

　一同年八月小頭介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大村多四郎

　一同年十月七日小頭介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥村増大夫

　一慶応元丑年三月廿五日昨冬常野脱走之賊徒　　　　　　　　　　　猪坂喜作
　　御国内へ立入之候京都表ゟ合薬為宰領指越候処
　　途中ゟ引返し候ニ付再罷越候様藤市被申付候処虚病
　　申立罷越不申段不届至極ニ付御扶持被召放候

　一慶応二刁年十二月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付支配
　　御趣意ニ付農兵隊へ御返被成来之米六俵ツヽ　　　　　　　　　新組之者
　　被下置苗字帯刀之儀者是迄之儀者是迄之通　　　　　　　　　　　弐拾五人
　　被指免候
　　　但郡奉行支配ニ被仰付候

（二七）
　　今般御趣意ニ付新組之者共農兵係へ　　　　　　　　　　　　同
　　御返ニ相成候得共先年堺町争乱之節　　　　　　　　　　　　　新組
　　相働之功を以其身一代小筒組ニ被成下　　　　　　　　　　　　　酒井伝左衛門
　　御宛行是迄之通被下置候
　　　但支配之儀者是迄之通

　　奇特之訳合も在之ニ付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農兵
　　米三俵被下置候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之助

　一慶応三卯四月五日左之通
　　此度御趣意ニ付農兵可被指免之処　　　　　　　　　　　　　元新組
　　是迄之儘ニ被指置候間新撰隊　　　　　　　　　　　　　　　　農兵
　　指揮役之支配同様ニ相心得稽古之節　　　　　　　　　　　　　　弐拾三人
　　御用丈等相勤候様被仰付候

　　重き御法通りも在之候処　　　　　　　　　　　　　　　　　堂嶋村
　　鉄砲ニ而鳥殺生致し不届至極ニ付　　　　　　　　　　　　　　農兵
　　農兵被指免入牢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文右衛門

　　猥ニ致放発候段不届ニ付　　　　　　　　　　　　　　　　　同村
　　農兵被指免入牢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　栄大夫

　一同年　願之上御暇　　　　　　　　　　　　　　　　　下河北村　吉岡藤蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村喜太郎

　一同年七月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元新組
　　困窮相勤候ニ付出勤度毎　　　　　　　　　　　　　　　　　　農兵
　　昼飯米一ツヽ被下置候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弐拾一人之者

　一同年十月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元新組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農兵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩佐利三吉

（二八）
　　農兵被指免候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高村甚大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木吉五郎

　　慶応三卯十月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元新組
　　新撰隊教授方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農兵
　　御用丈之儀ハ被指免候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拾八人
　一慶応四辰年十二月伝左衛門之外不残被指免
　　滅切

（二九）
　一文久二戌十一月廿六日御城下町人共之儀先年海岸御籏持被仰付候者共
　　以来被指免右之者共へ銀弐百文目ニ下置候事　町奉行江
　　　慶應元丑年十月三日
　　　　　　　　　豆ふや
　　　　　上本町　　　牧野太兵衛　　神明町　　　渡辺久七
　　　　　　　　　北村や　　　　　　　　　　内田や
　　　　　板屋町　　　北林五兵衛　　西島町　　　小畑五郎兵衛
　　　　　　　　　荒や　　　　　　　　　　　松葉や
　　　　　西大黒村　　荒川弥助　　　米町　　　　小川又助
　　　　　　　　　池上や　　　　　　　　　　常久や
　　　　　本町　　　　増田百蔵　　　祝町　　　　小泉佐兵衛
　　　　　　　　　楠や
　　　　　三ツ橋　　　小林藤吉　　　西山町　　　竹内與平
　　　　　　　　　左り　　　　　　　　　　　嶋や
　　　　　八幡町　　　吉川恒三郎　　伝馬町　　　関文助

（三〇）
　　　　　　　　　　　　　　　（付箋）野路甚右衛門□有不審

（三一）
　　　　　　　　　弓や　　　　　　　　　　　肴や
　　　　　伝馬町　　　間坂五郎兵衛　　一乗町　　横川伝八
　　　　　　　　　浜田や　　　　　　　　　　米や
　　　　　清水　　　　清水容吉　　　　八幡町　　伊藤久左衛門
　　　　　　　　　莨や　　　　　　　　　　　乙坂や
　　　　　鶴屋町　　　中村長右衛門　　浜町　　　乙坂長五郎
　　　　　　　　　祝や　　　　　　　　　　　万や
　　　　　京町　　　　岡崎五右衛門　　西奥町　　生駒兼吉
　右之者共御先御籏持御雇被仰付出張之節ハ御扶持方三人扶持
　外ニ月々銀百五拾匁ツヽ被下置諸渡り物之儀ハ新組同様被成下候
　　　但御発駕御帰城之節佐野小太郎屋敷前ニ可罷出事
　　　一御祝事等之節御酒被下候事
　　　一右之節之帯刀被指免候事
　　　　　〆

　一慶應二刁年十一月廿四日
　　　　　御家中軍役銃卒締役申付　　　　　御先御旗持
　　　　　役中年々米四俵ツヽ被下置苗字　　　　小畑五郎兵衛　荒川弥助
　　　　　被指免候　　　　　　　　　　　　　　小川又助　　　増田百蔵
　　　　　　但御旗持之儀者御免被成候事
　　町役所ゟ之伺
　　此度御家中之内ゟ御城下町人共之内銃卒ニ召抱候ニ付而者締方之儀も有之候得共左之通
　　被仰出尚又右四人候ニ付締役被仰付相当之俵数者可下置哉
　一召抱候節其主人ニてゟ故障之有無間合有之候得者返答候上召抱候様
　一召抱候上者其段町役所へ申達尚又其者庄屋同道町役所へ指出候様
　一町役所へ届出候得者必得方并町法通等相守候様厳重申渡一札印形取置可申度事

（三二）
　一万一不法かさね体之事有之候筋者吟味之上相伺相当之咎申付度事
　一締り役之者放発調錬并出張□節者外銃卒並御取扱有之候様
　　　附紙伺之通四人之者共へ締役申付役中之名々米四俵被下置苗字被指免
　　　　　其余書面之通相心得取扱可候事
　一同年十二月廿六日
　　　　　　　　　　御先手御旗持被指免放発　　　　　　　　　　御先手御籏持
　　　　　　　　　　調錬等戻□□□□□被仰付勤中□□□　　　　　御雇候ニ付拾弐人
　　　　　　　　　　米四俵ツヽ被下置候
如是被仰付候ニ付御取扱向ハ如何被成下候哉伺出候処都而御旗持御雇之節之通□心得候様四月付中被申上□候事
　　　　　　　　　　名寄候ニ付御先手御旗持御雇被指免　　　　同　牧野太兵衛
　　　　　　　　　　是迄御用弁相加候ニ付桐御紋御上下一具
　　　　　　　　　　被下置其身一代着用被指免当年限り米三俵被下置候

　　　　　　　　　　右同断ニ付被指免是迄　　　　　　　　　　同　渡辺久七
　　　　　　　　　　骨折相勤候ニ付当年限り　　　　　　　　　　　小林五兵衛
　　　　　　　　　　米三俵ツヽ被下置候

　　　　　　　　　　先達而相果候処是迄御旗持御雇骨折　　　　同　間坂五郎兵衛
　　　　　　　　　　相勤候ニ付米弐俵被下置候

　一慶応三卯年二月五日
　　御城下新撰隊世話方被仰付右勤中　　　　　　　　　　　　　　元御旗持御雇
　　是迄之通年々米四俵ツヽ被下置苗字　　　　　　　　　　　　　　町兵締役之者四人
　　被指免候
　　　　　但稽古罷出候節々玄米弐升ツヽ被下置候

　　右同断世話方助被仰付謹中　　　　　　　　　　　　　　　　　元御旗持御雇之者
　　是迄之通年々米四俵ツヽ被下置候　　　　　　　　　　　　　　　拾二人
　　　　　但右同断
　　　　　〆

　一同年八月十日願之趣も有之候ニ付　　　　　　　　　　　　　新撰隊
　　世話役被指免是迄他国御用を始　　　　　　　　　　　　　　　世話役
　　困窮相勤候ニ付桐御紋御上下一具被下置　　　　　　　　　　　　増田百蔵

（三三）
　　其身一代着用被指免候、且又御用弁之訳も有之候ニ付当分年々目払米
　　弐俵ツヽ被下置候
　一同四辰年六月以来相用候節苗字帯刀被指免候
　一明治二巳年正月十六日近年来度々他国御用相勤且昨年征会出張中格別御用弁相成候ニ付目払米弐俵ニ増
　　都合四俵ツヽ年々被下置、苗字帯刀勝手次第被仰付且又以来
　　他国御用被仰付候節々小筒組同様之御取扱ニ被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御城下
　一慶応三卯九月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新撰隊
　　新撰隊世話方被仰付右勤中苗字被指免候　　　　　　　　　　　　世話方助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拾壱人之者

　一右新撰隊世話方拾壱人之内左之通越後地へ御人数御繰出しニ付御旛持
　　被仰付候事

　　御旗本遊撃隊　　　　　　　　　　　　遊撃隊籏持
　　御旗持　　　　　　　生駒嘉兵衛　　　　御先手附属ニ而　　　　小林藤吉
　　出張不致　　　　　　　　　　　　　六月□廿六日出立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十一月十七日帰

　　御籏本補兵隊　　　　　　　　　　　　菊御紋御籏持ニ而
　　御籏持　　　　　　　竹内与兵衛　　　御先手附属六月廿五日　　小泉佐兵衛
　　九月六日出張　　　　　　　　　　　　出立十一月十五日帰

　　錦御旛持　　　　　　関　文助　　　　菊御紋御籏持
　　出張不致　　　　　　　　　　　　　　御先手附属ニ而　　　　　横川伝八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七月十日出立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十一月十三日帰
　　同断　　　　　　　　清水豊吉

　　同断　　　　　　　　　　　　　　　　錦御籏持　　　　　　　　伊藤久左衛門
　　　但七月七日被仰付　中村長左衛門　　出張不致

　　右慶応四辰六月十八日右之者共錦御籏菊御紋御籏持
　　并遊撃隊捕兵隊御籏持被仰付候
　　　但出張中日割を以壱日壱歩ツヽ壱人へ被下置、内弐朱ハ出張先ニ而
　　　　御渡し、弐朱留守へ御渡し候事

　一明治二巳年正月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池上屋
　　近年来度々他国御用相勤且［　　］　　　　　　　　　　　　　　百蔵

（三四）
　　昨年征会出張中格別御用弁相成候ニ付目払米弐俵御増都合四俵ツヽ年々
　　被下置苗字帯刀勝手次第被仰付且又以来他国御用被仰付候節々小筒組
　　同様之御取扱被成下候

　　　　　　　　　　新撰農兵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦田源十郎江
　一元治元子十月十日今度於此表
　　新撰農兵之者八拾四人小荷駄方
　　御用ニ御遣被成候間右之者共御用中御預被成候
　　　但差配役之面々へ都而談可有之事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行月番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高畠与五郎江
　一同年同日今度御国新撰農兵
　　百六十八人之者共御国并他国共御用ニ
　　御遣被成候様被仰付候得共御国ニ在住致し候節ハ右之者身分之儀ハ
　　是迄之通各ニ而致支配候様被仰付候

（三五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新撰農兵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百六十八人之者共
　一同年同月十一日御国并他国共
　　御用ニ御遣被成他国御用中ハ新組
　　同様之御充行五石弐人扶持被下置
　　御国へ相残候者共ハ一ケ年俵数四俵ツヽ
　　被下置日割を以調錬ニ罷出候様被仰付候
　　　但本文之通被仰付候得共御国ニ在住致し候節ハ身分支配之儀ハ
　　　　是迄之通支配可致事

（三六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋金次郎
　一文政十一子年霊岸嶋御掃除ニ被召抱
　一天保五午年小頭役被仰付
　一同十五辰年御掃除株并錠前番株金三ケ二上納ニ而定府
　　錠前番御入人被仰付
　一安政二卯年霊岸嶋御出居番助被仰付
　一同年御薬取御徒勤兼被仰付本役同様
　一文久二戌年御広式御出番
　一同三亥年御簾中様御国表へ御引越被遊候ニ付御供
　　御道中御幕不寝役小坊主勤被仰付

（三七）
　一慶応二刁年御趣意ニ付御出居番勤御免被成御門番被仰付
　　　但御徒目付支配ゟ被仰付
　一同年十二月廿五日年来相勤候ニ付小寄合格同様ニ被成下候
　一同三卯年十月廿二日席其儘御広敷錠前番勤被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤与三右衛門
　一文政三辰年御広式御小人ニ被召抱
　一弘化四未年新中間ニ被召抱霊岸嶋御庭方
　一安政三辰年米壱俵御扶持方半人扶持御増都合
　　七俵弐人扶持ニ被成下
　一文久三亥年十間川御屋敷御門番
　一同年御先添組格ニ被成下見張番所御番人
　一元地元子年三ノ丸北御門番被仰付

（三八）
　一慶応元丑年其身一代五石弐人扶持被成下
　　　但昨子年暮之御取扱之廉ニ被成下
一五石弐人扶持
　一同二寅年元切手御門口山里御門二ケ所御番被仰付
　一同三卯年十月口山里御門振退勤被仰付
　一同年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮田新兵衛
　一天保四巳年御荒子ニ被召抱
　一同八酉年奥御納戸方小遣
　一嘉永三戌年米壱俵年々被下
　一安政二卯年半人扶持御増七俵弐人扶持帯刀被指免
　一同六未年米壱俵年々被下
　一万延元申年荒子株売高之当を以銀弐貫五百匁
　　被下、年々弐俵増之分以後不被下
　一同三亥年御充行儘、見張番所御番人勤中
　　御先添組格ニ被成下

（三九）
　一同年其身一代五石弐人扶持
一五石弐人扶持
　　如此被下
　一元治元子年三ノ丸北御門番被仰付
　一慶応二寅年元切手御門口山里御門二ケ所御番被仰付
　一同三卯年十月廿二日口山里御門振退勤被仰付候
　一同年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候
　一明治二巳年八月病死跡御荒子へ被入、株銀上納

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋長大夫
　一文化十一戌年御荒子ニ被召抱
　一天保四巳年三国口銭方下代七俵弐人扶持
　一同六未年御荒子小頭被仰付
　一嘉永二酉年米壱俵年々被下
　一安政三辰年米御増都合弐俵ツヽ年々被下
　一同五午年小頭被指免
　一同七申年米弐俵を半人扶持ニ御直シ外ニ壱俵御増
　　都合七俵弐人扶持、帯刀被指免
　一文久元酉年米壱俵御増都合八俵弐人扶持

（四〇）
　一同三亥年御先添組格ニ見張御番人被仰付
　一同年米壱俵其年限り被下
　一元治元子年三ノ丸北御門番被仰付
　一同二丑年其身一代五石弐人
一五石弐人扶持
　　如此被下
　　　但昨子年御取扱之廉ニ被成下
　一慶応二刁年元切手御門口山里御門二ケ所御番被仰付
　一同三卯年十月廿二日口山里御門振退勤被仰付候
　一同年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候
　一同年同月廿二日数年来困窮相勤候ニ付年々
　　米壱俵ツヽ被下置候

（四一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林仙蔵
　一文政八酉年御荒子ニ被召抱
　一天保二卯年分銅印水部や御大用替兼勤
　一同十四卯年表水部屋被仰付
　一嘉永元申年米壱俵ツヽ年々被下
　一安政元酉年米壱俵御増都合弐俵ツヽ年々被下
　一同四巳年米弐俵ヲ半人扶持ニ御直し外ニ壱俵御増
　　七俵弐人扶持ニ被成下、帯刀被指免
　一万延申年米壱俵御増八俵弐人扶持ニ被成下
　一文久三亥年当年限り米壱俵被下

（四二）
　一同年御先添組格ニ被成下見張番所御番人被仰付
　一元治元子年三ノ丸北御門番被仰付
　一慶応元丑年其身一代五石弐人
一五石弐人扶持
　　如此被下
　　　但昨子年暮御取扱之廉ニ被成下
　一慶応二刁年元切手御門口山里御門二ケ所御番被仰付
　一同三卯年十月廿二日口山里御門振退勤被仰付候
　一同年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲木新助
　一文政二卯年御荒子ニ被召抱
　一同八酉年水部屋定夫
　一弘化四未年米壱俵年々被下
　一嘉永六丑年米壱俵御増都合弐俵ツヽ年々被下
　一安政三辰年米弐俵を半人扶持ニ御直し外ニ壱俵
　　御増七俵弐人扶持ニ被成下、帯刀被指免
　一万延元申年米壱俵御増八俵弐人扶持ニ被成下
　一文久三亥年当年限り米壱俵被下
　一同年御先添組格ニ被成下見張番所御番人被仰付

（四三）
　一元治元子年三ノ丸北御門番被仰付
　一慶應元丑年其身一代御充行
一五石弐人扶持
　　如此被下
　一同二寅年元切手御門口山里御門二ケ所御番被仰付
　一同三卯年十月廿二日口山里御門振退勤被仰付候
　一同年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候
　一同四辰年二月十五日年来困窮相勤候ニ付年々米壱俵ツヽ
　　被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田金大夫
　一文政五午年御荒子ニ被召抱
　一天保三亥年水部屋定夫
　一弘化三午年米壱俵ツヽ年々被下
　一嘉永五子年米壱俵御増都合弐俵ツヽ年々被下
　一安政三辰年米弐俵を半人扶持ニ御直し外ニ壱俵
　　御増七俵弐人扶持ニ被成下、帯刀被指免
　一万延元申年米壱俵御増八俵弐人扶持ニ被成下
　一文久三亥年当年限り米壱俵被下
　一同年御先添組格ニ被成下見張番所御番人被仰付

（四四）
　一元治元子年三ノ丸北御門番被仰付
　一慶応元丑年其身一代御充行
一五石弐人扶持
　　如此被下
　一同二寅年元切手御門口山里御門二ケ所御番被仰付
　一同三卯年十月廿二日口山里御門振退勤被仰付候
　一同年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂井丈大夫
　一文政二卯年御荒子ニ被召抱
　一　　　　　巍光院様御草り取被仰付、其後分銅印
　　御講方小遣被仰付
　一天保十四卯年米壱俵ツヽ年々被下
　一文久二戌年半人扶持御増都合七俵弐人扶持ニ被成下
　一元治元子年元分銅印役所御趣意方へ御附属ニ付
　　小遣被指免
　一同年米壱俵御増都合八俵弐人扶持ニ被成下
　一慶応元丑年三ノ丸北御門番被仰付御先添組格ニ被成下

（四五）
　一同二寅年其身一代御充行
一五石弐人扶持
　　如此被下
　一同三卯年五月十四日年来実体相勤候ニ付当年限り
　　米三俵被下
　一同年五月十四日病気ニ付御奉公難相勤ニ付御暇相願候ニ付
　　悴権四郎与申者御荒子ニ被召抱、御充行並之通
　一丈大夫同年果ル跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北嶋清大夫
　一天保元寅年御荒子ニ被召抱
　一嘉永四亥年木蔵番被仰付
　一同七寅年御用ニ而罷出候節帯刀被指免
　一安政六未年米壱俵年々
　一文久二戌年武芸所小遣
　一文久三亥年壱俵御増都合米弐俵年々被下
　一元治元子年調練場御門番被仰付
　一慶應元丑年昼飯米弐俵之分半人扶持ニ御直シ都合八俵
　　弐人扶持被成下
　一同二寅年元切手御門番被仰付御徒目付支配ニ被成下
　一同三卯年勤中小筒組格ニ被成下
　一同年十月廿二日口山里御門振退勤被仰付候

（四六）
　一慶應三卯年十二月十一日御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候
　一同年同月廿二日困窮相勤候ニ付其身一代御充行
　　五石弐人扶持ニ御直シ被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋利助
一四石五斗弐人扶持
　一　　　　　　忍之者下役ニ被召抱
　一慶應三卯年正月十日御用所小玄冠番泊り番兼
　　被仰付御徒目付支配ニ被成下
　一同年十一月廿九日調練場門番被仰付候　但会所頭支配ニ相成候事

（四七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田武大夫
一四石五斗弐人扶持
　一　　　　　忍之者下役ニ被召抱
　一慶應三卯年正月十日御用所小玄冠番泊り番兼
　　被仰付御徒目付支配ニ被成下
　一同年十一月廿九日調練場門番被仰付候　同会所番支配ニ相成候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多蔵
　一天保九戌年御荒子被召抱
　一同年御右筆部屋小遣
　一嘉永五子年米壱俵年々
　一万延元申年半人扶持御増都合七俵弐人扶持被成下
　　帯刀被指免候
　一文久三亥年米壱俵御増都合八俵弐人扶持
　一慶應二寅年米壱俵当年限被下
　一同三卯年十一月廿九日年来困窮相勤候ニ付御充行其儘
　　其身一代小筒組格ニ被成下御用所用遣被仰付候
　　　　　但荒子御定株銀之儀者上納可致事

（四八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其節左之通姓相唱ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松浦多蔵
　一慶應三卯年十二月十一日御趣意ニ付
　　其身壱代予備小筒組格ニ被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大吉
　一天保三辰年御荒子被召抱
　一同九戌年水部屋定使
　一嘉永四亥年米壱俵ツヽ年々被下置候
　一安政四巳年米壱俵御増都合弐俵ツヽ年々
　一万延元申年米弐俵ヲ半人扶持ニ御直シ外ニ米壱俵御増
　　都合七俵弐人扶持帯刀被指免
　一文久三亥年米壱俵御増都合八俵弐人扶持
　一慶応二刁年当年限り米壱俵被下
　一同三卯年十一月廿九日年来困窮相勤候ニ付御充行其儘
　　其身一代小筒組格ニ被成下御用所用遣被仰付候

（四九）
　　　　　但荒子御定株銀之儀者上納可致事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其節改
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田第吉
　一慶応三卯年十二月十一日
　　御趣意ニ付其身一代予備小筒組格ニ被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯田佐大夫
一七石弐人扶持
　一舎官ニ被召抱
　一慶應三卯年小筒組ニ被成下舎官之儀ハ被指免
　　御徒目付支配ニ被仰付老年之者共ニ付御門所番
　　勤被仰付候
　一同年十月廿二日予備小筒組ニ被入御広敷錠前番勤被仰付

（五〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松浦嘉兵衛
一六石弐人扶持
　一舎官ニ被召抱
　一慶應三卯年小筒組ニ被成下舎官之儀ハ被指免
　　御徒目付支配ニ被仰付老年之者共ニ付御門所番勤
　　被仰付
　一同年十月廿二日予備小筒組ニ被入御広敷錠前番勤被仰付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野市郎大夫
一六石弐人扶持
　一舎官ニ被召抱
　一慶應三卯年小筒組ニ被成下舎官之儀ハ被指免
　　御徒目付支配ニ被仰付老年之者共ニ付御門所番勤被
　　仰付候
　一同年十月廿二日予備小筒組へ被入錠前番勤被仰付候

（五一）
木挽庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孫兵衛
一文久二戌十一月十日養父三郎右衛門跡
　　木挽庄屋被仰付俵数被下共養父代之通

（五三）
木挽庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅次郎
一
　一慶應元五月六日養父弥兵衛立替跡木挽庄屋
　　被仰付俵数之儀ハ養父代之通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大工庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与次兵衛
一壱人扶持
　一文化十三子四月五日中判役大工庄屋是迄之通兼帯被仰付右助
　　勤中御扶持方如斯被下置帯刀御免被成候
　一文政十亥十一月十日病気ニ付中判定助被差免大工庄屋之儀者
　　忰吉五郎与申者へ被仰付候ニ付是迄被下置候御扶持方上ル
　一天保五午六月十二日長谷川与兵衛与名替

（五四）
大工庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情左衛門
一一人扶持
　一文政八酉十一月三日当分中判定助大工庄屋是迄之通兼帯被仰付
　　右助勤中如斯御扶持方被下置帯刀御免被成候同日増村
　　清左衛門と名替
　一同九戌七月廿四日柳御門御再建御用掛り被仰付候
　一同十一子十二月十六日中判役介被仰付置候処御免被成御扶持方以後
不被下帯刀被差留候事
　一同十三刁十二月二日兼而勤方不届之義有之ニ付庄屋役被差
　　免候

（五五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟梁大工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀之助
一壱人扶持
一天保六未十一月廿六日来申年江戸詰被仰付候
一同年十二月四日来申年江戸詰被仰付候ニ付詰中中判役
　　助帯刀御免被成御扶持方如斯被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大工庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惣右衛門
　一文久三亥正月廿六日病身ニ付
　　庄屋役被指免養子庄五郎与申者へ
　　庄屋役申付俵数之義ハ是迄之通被下置候

（五六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大工庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄五郎
一壱人扶持
　一元治元子十月廿三日奇特之訳合も有之ニ付大工庄屋其儘中判役
　　御用多之節助被仰付勤中帯刀御免御扶持方如斯被下置候
　　　右奇特之義ハ□御殿建方工手間千九百三拾弐人但壱人三升三合三勺
　　　平均拾匁斗此銀拾九貫匁斗ニ相成候を致献上候事、尤御評議留ニ委

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木庄五郎
一弐人扶持
　一慶應二刁年二月廿日中判役介被仰付右勤中壱人扶持御増
　　都合如此被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟梁大工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小右衛門
一壱人扶持
　一天保五午四月廿二日当秋江戸詰被仰付詰中中判役
　　助役帯刀御免御扶持方如斯被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟梁大工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪左衛門
　一安政三辰年十二月十六日御間ニ合候趣
　　ニ付当年ゟ米弐俵ツヽ被下中判役御指支
　　之節ハ助勤被仰付帯刀被指免候

（五七）
　一同六未年正月十八日年来骨折相勤候ニ付勤中壱人扶持
　　被下置是迄被下置候米弐俵之義ハ以後不被下置候事
　一文久元酉年十月十一日年来出精相勤其上心掛宜趣相聞
　　候ニ付別段之訳合を以米壱俵ツヽ年々被下置候
　　天保二卯年ゟ元治元子年迄棟梁大工勤三拾四ケ年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下坂市之丞
一切米弐拾石
　一安政五午三月十六日御趣意ニ付銕炮職兼帯被仰付候間
　　御腰物御用無之節ハ御製造方へ罷出候様被仰付
　一同年四月十六日右同断申渡候節心得違有之ニ付押込
　一慶応元丑年四月廿五日心得違之趣押込

（五八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田小太郎
一切米拾五石三人扶持
　　此分新記帳ニ有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井勝之助
一五人扶持
　一慶応二刁年七月廿日御武具御修覆之儀ニ付不実
　　至極之趣相聞候ニ付代替之上押込是迄数代御用向
　　相勤来候趣も有之ニ付格別之御憐愍を以□口職人被
　　仰付御扶持方左之通被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝太郎
一三人扶持

（五九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上総矗之助
一五人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御彫師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤覚左衛門
一三人扶持

（六〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御鍔師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明珍小左衛門
一三人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　播磨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和助
一五人扶持
　一安政五午三月十六日槌打壱人御渡被成
　　切賦銀四拾匁御扶持方壱人扶持年々被下置来リ候得共
　　御趣意ニ付被相止
　一同年三月十六日御趣意ニ付銕炮職兼帯被仰付候間御腰物御用
　　無之節ハ御製造方へ罷出候様被仰付
　一同年四月十六日先達而於御製造方銕炮職兼帯被申渡候節
　　心得違有之ニ付押込

（六一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御塗師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村多右衛門
一弐人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本権太夫
一三人扶持

（六二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御鍔師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋宗閑
一三人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御鑓師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村喜三郎
一三人扶持

（六三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若林庄五郎
一切米拾石弐人扶持
　一安政六未年十一月五日家業出精其上世話役出精ニ付出活之訳合
　　を以世話役勤中製産方於役所御職人上席被仰付
　　役中御足弐人扶持被下置候
　一文久二戌年十二月十六日御用向出精御勤ニ付米弐俵当年限リ被下
　一元治元子年五月朔日内願之趣無拠次第ニ相聞候ニ付当分
　　世話役被指免候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮川兵太夫
一切米拾石弐人扶持

（六四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬文次郎
一拾石弐人扶持
　一元治元子年五月廿五日忰駒之助町方於処々法外之
　　所業有之趣相聞候ニ付長く押込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬駒之助
一拾石弐人扶持
　一慶応元丑四月廿五日心得違ノ趣有之昨年御咎被仰付候処又々
　　心得違之趣相聞候ニ付押込

（六五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土屋勘十郎
一弐人扶持

（六六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八木直右衛門
一三人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八木七郎
　一慶応元丑年十月廿九日
　　老衰其上眼病相煩御用
　　難相勤ニ付忰七郎兵衛与申者江
　　代替被仰付是迄之通御扶持方被下置候様
　　相願候依之願之通被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明珍勘左衛門
一三人扶持

（六七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松下直右衛門
一八石弐人扶持
　一慶応二丑年五月九日養子近三郎と申者へ代替り被
　　仰付矢師之儀ハ当御時態御用も無之ニ付御免被成未年
　　若ニ付御武具方御用之内相当之職業修行被仰付
　　当分御扶持方三人扶持被下置職業習熟之上元
　　御充行ニ御直シ被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匂坂善次
一米八俵
　　文久二戌年御召抱如此年々被下
一米拾俵
　　同四子年三月米弐俵御増都合如此被成下
　一同年同月町奉行支配ニ被仰付候
　一同年同月御目付支配ニ被仰付候
　一同年六月御目付支配ニ被仰付候ニ付年頭御礼并御発駕
　　御帰城之節銕炮三職同様御目見被仰付候
　一明治二巳五月病気ニ付御暇

（六八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松岡煙硝師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村半七
一三人扶持
　一延享三寅年煙硝御用被仰付如此被下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二代目
　一寛延三午年忰半治代替
　一文化八未年桐御紋御上下被下
　一文政元刁年苗字御免

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四代目
　一同十二丑年八月十六日及老年立替御用向是迄之通
　　御扶持方被下置候

（六九）
　一嘉永五子年三月当年ゟ十ケ年之間十斤ツヽ都合
　　百斤献上ニ付其身一代帯刀御免

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村新七
　一文久三亥年代替被仰付候処親半七苗字
　　御免之節其身一代被無之ニ付中村新七与
　　被仰出候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村半七
　一慶応三卯年十二月廿二日格別
　　御用弁相働候ニ付其身一代帯刀被指免候

　　　　　　　　　　御職人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銕炮師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬川弥助
　一安政六未年十月銕炮職世話役被仰付
　　役中御扶持方弐人扶持被下置苗字被指免候
　一慶応元丑年五月十一日製造方銕炮職業宜ニ付御扶持方半人扶持
　　御増都合弐人半扶持被下置候

（七〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銕炮師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土屋多賀蔵
　一文久元酉年十一月廿五日親勘十郎代替
　　御用向是迄之通御武具方御用被仰付其身一代米五俵外ニ目払米三俵都合
　　八俵ツヽ被下制産方御用之義も被仰付候
　一文久三亥年製造方銕炮世話役右勤中苗字被指免候
　一慶応元丑年五月十一日製造方銕炮職人世話役被仰付置候ニ付扶持方
　　弐人扶持被下置候但是迄被下候米八俵之儀者以後不被下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銕炮師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文殊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜兵衛
　一慶応元丑年五月十一日製造方
　　銕炮職人世話役被仰付役中御扶持方弐人扶持被下置苗字被指免候

（七一）
製造方
銕炮師
宮川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金之助
　一慶応元丑年五月十一日製造方
　　銕炮職人世話役被仰付役中御扶持方弐人扶持被下置苗字被指免候

研師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匂坂善次
一米八俵
　一文久二戌九月廿日研師御用被仰付候処
　　格別宜出来ニ付以来如此年々被下
　一元治元子三月十日出精相勤候ニ付米弐俵御増都合
一米拾俵
　　如此年々被下置候
　一同年三月十六日町奉行支配被仰付候

（七二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城ノ橋下町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柄巻師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平三郎
　一天保二卯御柄巻師御用被仰付
　一嘉永七寅桐御紋御上下頂戴
　　被仰付其身一代着用御免被成
一米弐俵
　一文久四子三月廿日年来御用向
　　相勤候ニ付年々如是被下置

（七三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清一郎
一弐人扶持
　一文久四子五月廿五日親多右衛門眼病
　　御用向難相勤ニ付代替之上是迄之通
　　御扶持方如是被下置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下西町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金津屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清七
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪斉ト称ス
　一文久二戌八月十一日彫物御用有之ニ付忰
　　召連早速江戸表へ罷出候様被仰付
一米弐俵
　一文久四子年七月十一日先年来
　　御手許御用彫物格別出精相勤以来
　　御用弁之訳も有之ニ付御職人ニ被仰付年々如是被下置
　一慶応三卯十月五日職業宜敷其上先年来重キ
　　御用向等相勤候ニ付其身壱代御扶持方弐人扶持被下置候
　　　但是迄被下置候米弐俵之儀ハ已後不被下候事
　一同年十一月廿七日御扶持方弐人扶持被下置候処月々被下儀者相止毎年
　　弐人扶持ニ相当米高十一月十五日仕出ニ而被下置候

（七五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　槍師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜三郎
一三人扶持
　一
　一嘉永五子年心得違之儀有之ニ付御扶持方を始苗字御職人桐御紋
　　御上下都而御取揚
　一同六丑年御職人被仰付御扶持方之儀ハ不被下候事
　一同七寅年御扶持方壱人扶持被下置候
　一安政三辰年十一月御扶持方壱人扶持御増都合弐人
一弐人扶持
　　如是被下置候
　一安政五年七月廿五日代替之上是迄之通御用被仰付

（七六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　槍師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜三郎
一弐人扶持
　　如是被下置
　一万延元申年十二月十一日歎願之趣も有之ニ付格別之御憐愍を以
　　壱人扶持御増都合
一三人扶持
　　以前之通被下置候
　一文久二戌年十月廿日御祝事之折柄御祝被仰出候、依之先代着用仕来候
　　桐御紋御上下其儘ニ洗張着用願之通
　一慶応元丑年閏五月五日別格之訳を以其身一代苗字被指免候、征長御供方込
　一文久三亥十二月四日改名、弥三郎事野村喜三郎ト称ス

（七七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金具師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宋閑
一万延元申年十二月十一日当年限目払米弐俵

（七八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　播磨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和助
　一安政五午年三月十一日槌打壱人御渡被成
　　切賦銀四拾匁御扶持方壱人扶持年々被下来候得共
　　御趣意ニ付已後被相止候

（七九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田小太郎
一拾八石三人扶持
　一安政五午四月十六日先達而於御製造銕炮職兼帯申渡候節
　　心得違有之ニ付押込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小太郎養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田彦八郎
　一同年九月廿日職業未熟之趣ニ付
　　御宛行減少可被仰付筈之処御憐愍を以
　　無相違代替被仰付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦八郎兄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田金吾
一拾五石三人扶持
　一安政六未年十一月弟彦八郎昨秋
　　小太郎跡式被下置候節急度被仰付候義も有之
　　候処無其儀又々代替相願候義病気与ハ乍申心得方不宜趣相聞候ニ付
　　御充行之内三石御取揚拾五石三人扶持被下置候、尚又職業厚致修行
　　候趣被仰付候

（八〇）（貼紙の下）
　一安政五午年三月十一日槌打弐人
　　御渡被成壱人江為切賦銀六拾匁御扶持方壱人扶持ツヽ
　　年々被下来候得共御趣意ニ付已後被相止候
　一同年三月十六日御趣意ニ付銕炮職兼帯被仰付候間御腰物御用無之節ハ御製造方へ
　　罷出候様被仰付

（八一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明珍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘左衛門
　一安政五年三月十六日御趣意ニ付鉄砲職兼帯被仰付候間御武具方
　　御用無之節ハ御製造方へ罷出候様被仰付
　一安政五午年四月十一日養子市三郎与申者へ
　　代替是迄之通御用被仰付被下候様願之通
　一文久三亥十二月四日市三郎事勘左衛門与改名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三国湊鋳物師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新左衛門
　一安政五午年八月五日御製造方
　　御用申付候節心得違有之、不届ニ付桐御紋御上下
　　着用指留之上押込

（八二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄砲師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪左衛門
　一安政六未年六月先年大砲
　　御職人被仰付候処御用向出精ニ付此度改而桐
　　御紋御上下被下置其身一代着用御免被成候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛸師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常吉
　一万延元申年十一月五日御用向出精ニ付
　　桐御門御上下被下置其身一代着用被指免候

（八三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀鍛冶上総事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上坂矗之介
一五人扶持
　一安政五午三月十六日御趣意ニ付鉄砲職兼帯被仰付候間腰物
　　御用無之節ハ御製造方へ罷出候様被仰付
　一同年四月十六日右同断申渡候節心得違有之ニ付押込
　一同年十月廿四日其身一代苗字被指免　但上坂ト云
　一文久二戌二月廿五日不慎之上達方不届之儀も有之ニ付
　　押込之上当分帯刀被指止　但三月四日押込御免
　一同年九月願之通再帯刀被差免　但不時之御取扱ニ而

（八四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御彫師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒川兼四郎
　一嘉永元申年代替
　一同五子年三月廿日親代之通桐御紋
　　御上下其身一代着用御免

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文助
　一嘉永三戌年御腰物方
　　御職人被仰付
　一安政二卯年一ノ御箱硎見習被仰付
　一同三辰年一ノ御箱硎本役被仰付
　一同年十一月十一日一ノ御箱硎師本役被仰付候ニ付
　　右御用勤中御指物方弐人扶持被下置候
　一同年年頭御礼席之儀其身一代願之通被仰付
　　　但正月三日大広間ニおゐて御礼申上
　一同四巳年御往来之節下荒井村ニ而

（八五）
　　御目見被仰付
　一文久二戌年十月廿日御用向出精ニ付桐御紋御上下被下置
　　其身一代着用被指免

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍔師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小左衛門
　一文久三亥年正月十五日
　　小三郎与申者へ代替是迄之通
　　御用被仰付御扶持方被下置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍔師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小三郎
　一同年十一月十六日養子
　　喜作と申者へ代替之上
　　是迄之通御用被仰付御扶持方被下置候

（八六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楯師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門兵衛
　一文久元酉三月十一日歎願之訳も有之ニ付
　　当年限り目払米弐俵被下置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄左衛門
一五人扶持
　一貞享四卯七月七日改而被仰付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
一五人扶持
　　延享三寅十二月廿二日親庄右衛門御立替被下御扶持其儘被下
　　勝右衛門与名替
　　　但享保十九刁七月十三日庄右衛門倅勝次郎弐人扶持被下候処
　　　　元文元辰十二月庄八与名替親与立替被仰付候ニ付此分揚ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
一五人扶持
　　安永元辰九月廿八日親庄右衛門相果候ニ付親之通御扶持被下置

（八八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井勝之助
一五人扶持
　　天保八酉六月五日親勝右衛門病身ニ罷成候ニ付
　　是迄被下候御扶持方倅勝之助与申者へ
　　被下置候様相願候、仍之親へ被下置候
　　御扶持方勝之助へ被下置候
　　　外ニ　是迄倅勝之助へ被下候尾扶持方
　　　　　　弐人扶持之儀以後不被下置候段
　　　　　　御目付演説ニ而申渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝次郎
　　慶応元丑閏五月五日
　　別格御之訳を以其身一代苗字被指免

（八九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄右衛門
一五人扶持
　　貞享四卯七月七日改而被下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
一五人扶持
　　延享三寅十二月廿二日親庄右衛門与御立替被下
　　御扶持方其儘被下勝右衛門与名替
　　但京保十九刁七月十三日庄右衛門倅勝次郎へ
　　　新規弐人扶持被下候処元文元辰十二月
　　　庄八与名替親と立替被仰付候ニ付
　　　此分揚ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
　五人扶持
　　安永元辰九月廿八日親庄右衛門相果候ニ付
　　親之通御扶持方如此被下置
　　但宝暦四戌四月十六日弐人扶持被下候処
　　親与立替被仰付候ニ付此分揚ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
　五人扶持
　　文化六巳十一月廿五日親庄右衛門相果候ニ付
　　親之通御扶持方如此被下置庄右衛門与
　　名替
　　　　但是迄庄八へ被下置候弐人扶持揚ル

　　　　　別系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋庄八倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井勝次郎
一弐人扶持
　　延享四卯三月十一日如此被下置宝暦四戌
　　二月三日果ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋庄右衛門倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
一弐人扶持
　　宝暦四戌四月十二日如此下置
　　但嫡子庄次郎へ先達而弐人扶持被下置候処
　　　同年二月三日相果候ニ付次男庄八へ如此被下
　　　安永元辰九月廿八日親与立替被仰付候
　　　ニ付此分揚ル

（九〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師庄右衛門倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井勝之助
一弐人扶持
　　天明三卯五月十六日御扶持方如此被下置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井勝八
一弐人扶持
　　文化六巳十二月廿五日親之通被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝右衛門倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井政次郎
一弐人扶持
　　文政三辰十一月廿五日年頃ニ罷成家業も
　　相応致覚候趣ニ付如斯被下置同七申十二月
　　四日勝之助与名替

（九一）
　　但宝暦四戌四月十六日弐人扶持被下候処親与立替被仰付候ニ付
　　　此分揚ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄八
一五人扶持
　　文化六巳十一月廿五日親庄右衛門相果候ニ付親之通御扶持方
　　如此被下置庄右衛門与名替
　　　但是迄庄八へ被下置候弐人扶持揚ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝之助
一五人扶持
　　天保八酉六月五日親勝右衛門病身ニ罷成候ニ付是迄被下候御扶持方
　　伜勝之助与申者へ被下置候様相願候、仍之親へ被下候御扶持方勝之助へ
　　被下置候
　　　但是迄勝之助へ被下候御扶持方弐人扶持以後不被下候段御目付
　　　　演説ニ而申渡有之
　一慶応元丑閏五月五日別格之訳を以其身一代苗字被指免
　　　但御征長御出陣之節御供相勤候ニ付如此御評義相立候事
　一同二寅年七月廿日御武具御修覆之儀ニ付不実至極之趣相聞候ニ付
　　代替之上押込是迄数代御用向相勤来候趣も有之ニ付格別之
　　御憐愍を以右跡御職人ニ被仰付御扶持方
一三人扶持
　　如是被下置、但過当之御用代御下銀之儀者吟味之上夫々上納可被仰付事

（九二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝太郎
　　同寅九月十一日
　　親勝之助先達而代替之上押込
　　被仰付候処跡相続之儀勝太郎へ
　　被仰付被下置候様相願候ニ付願之通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木田町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉兵衛
一弐人扶持
　　文化七年六月廿日御堀真菰根絶之儀甚致出精候ニ付其身
　一代御扶持方如此被下置候、但是迄被下置候俵数三俵以後不被下候事
　一天保七申十二月十六日年来勤功を以御扶持方壱人御増、其身
　　一代
一三人扶持
　　如此被下置候
　一天保八酉九月五日及老年候ニ付願之上忰三蔵与申者江是迄之通御用被
　　仰付、同日三蔵事加兵衛与名替、同年十月十六日御用向出精相勤
　　候ニ付其身一代御扶持方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加兵衛
一弐人扶持
　　如是被下置候

（九三）
　一嘉永三戌十二月連年御用向骨折相勤候ニ付御扶持方壱人扶持
　　御増都合其身一代
一三人扶持
　如是被成下候、但海岸御備御用被仰付失脚も有之ニ付銀三百匁被下置候
　一同五子六月五日舟橋四ケ村立合川除普請仕立方引受
　　実意を以相働還出来ニ付、米三俵被下置候
　一安政二卯年十二月廿二日其身一代苗字御免

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷嘉兵衛与称ス
　一同三辰四月廿日今度
　　黄門様御廟御造営并御法事ニ付両御寺へ指上物致し
　　奇特之事ニ候
　一文久元酉六月八日親嘉兵衛近来病身ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新平
一弐人扶持
　　家名相続為致度旨願之通御用向是迄之通被仰付且又
　　先代ゟ御用向出精相勤候ニ付格別之御憐愍を以其身
　一代御扶持方、如是被下置候
　一同年四月廿一日加兵衛与名替
　一元治元子十一月困窮相勤候ニ付其身一代苗字被指免候
　一慶応二丑年十二月十六日数代御用向相働候ニ付他国御用
　　相勤候節帯刀被指免候

（九四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松玄院門前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市大夫
一弐人扶持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市太郎
一米三俵
　　慶応二寅年九月五日親市太夫老年罷成、御用向難相勤ニ付忰市太郎与
　　申者へ代替之上是迄之通御用被仰付、御扶持方其儘被下置候様相願候
　　依之代替之上御用之儀者願之通被仰付、年々米三俵ツヽ被下置候
　　　但年始御式正并御祈祷御賄御用之方為冥加銀弐百六拾五匁七分七厘ツヽ
　　　　上納致来候得共以来上納ニ不及候事

（九五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枡大工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清次郎
　一安政六未十一月十六日当年限り米四俵被下置候
　一文久二戌十一月十日木挽庄屋助被仰付候ニ昨酉年限米
　　五俵之上へ壱俵御増六俵被下候処、尚又骨折相勤候ニ付
　　当年又々壱俵御増都合七俵当年限り被下置候

（九六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝三郎
　一安政六年六月十七日親五兵衛与申者
　　年寄候ニ付忰伝三郎へ庄屋役被仰付候

（九七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御肴屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文右衛門
　一万延元申年十一月廿五日旧来
　　御肴御用相勤来候ニ付親代之通桐御紋御上下其身一代着用願之通
　　被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄助
　一万延元申年十一月廿五日御仕立物御用
　　相勤候ニ付御扶持方并桐御紋御上下着用御免之処去ル辰年
　　代替致候ニ付親代之通其身一代着用被指免候

（九八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中八幡新蔵
　一文久元酉八月廿九日此度御召具足
　　御修覆格別出精ニ付桐御紋御上下被下置候

（九九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　権吉
　一安政五午年三月十六日御趣意ニ付
　　鉄砲職兼帯被仰付候間御腰物御用無之節ハ
　　御製造方へ罷出候様被仰付候
　一同年四月十六日先達而於御製造方鉄砲職兼帯申渡候節心得違之儀有之押込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次郎吉
　一文久三亥十月十六日親権太夫病身ニ付
　　代替之上是迄之通御用被仰付御扶持方
　　之儀是迄之通被下置候

（一〇〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓦庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摸太郎
　一文久二戌十一月十日骨折相勤候ニ付
　　当年限り米弐俵被下置候
　一慶応二寅七月廿日上水筋御用瓦船下ケ之儀
　　心得違之趣相聞候ニ付押込
　　　但過料銀百五拾匁可差出事

（一〇一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山横町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍛冶屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五郎兵衛
　一元治元子年十一月五日御武具御用達

（一〇二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銕炮台師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清市郎
　一慶応元丑十月廿五日
　　当時御用向も無之ニ付銕炮台師
　　被指免候、且又当年之儀ハ
　　御憐愍を以目払米弐俵被下置候
　　　但以後相願候共御取揚無之事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粟田部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀鍛冶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平三郎
　一元治元子年十一月廿日御刀鍛冶被仰付
　　其身一代水役銀被指免候

（一〇三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測量器師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野弥三郎
　一万延元申八月廿九日年来
　　御用向出精相勤候ニ付御扶持方
一五人扶持
　　如此被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草尾精一郎へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御名家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野弥三郎
　一慶応三卯九月八日於
　　公辺別紙之通
　　　別紙
　　右阿蘭陀国ニ罷越御誂軍艦製造中
　　諸職業前格別宜趣ニ付別段之訳を以
　　被召抱測量器械方肝煎被仰付、初之内御扶持
　　五人扶持被下置為御手当金百弐拾五両被下置候間其段

（一〇四）
　　可申付、尤海軍奉行並軍艦奉行□合候様可仕候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指物屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八左衛門
　一慶応二寅年十二月廿日
　　数年側量器格別致心配候ニ付当年限
　　目払米弐俵被下置候

（一〇五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉右衛門
　一慶応二刁年七月廿日御武具御修覆之儀ニ付
　　不実至極之趣相聞候ニ付御職人被差免押込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉兵衛
　一同年右同断不実至極之趣相聞候ニ付
　　御職人被差免押込

（一〇六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具足師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀之助
　一慶応二刁年七月廿日是迄御職人之
　　馴合ニ泥ミ候与者乍申心得違之趣有之ニ付
　　押込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柄巻師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新太郎
　一天保九戌年御柄巻師被仰付
　一慶応三卯十一月十一日
　　年来御用向相勤候ニ付
　　桐御紋御上下壱具被下置
　　其身一代着用被差免候

（一〇九）
　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田秀的
　一文久四子年二月十一日旧家其上
　　家業も宜ニ付別段之御評議を以其見一代帯刀被指免年頭
　　御目見被仰付候
　一同年二月廿三日支度出来次第上京滞京中御扶持方五人扶持被下置候
　一同年六月廿五日当春宰相様御職被蒙仰候ニ付早速上京太儀之事ニ候旨
　一慶応元丑十二月十六日旧家其上家業も宜趣且昨年御用弁相成候訳も
　　有之ニ付、御匙医師取扱ニ被仰付候

（一一〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田貞庵
一万延元申年十二月十六日鍼術旧家与申家業も宜趣ニ付
　　其身一代帯刀被指免候
一文久二戌年九月十一日鍼術旧家之訳柄も有之
　　其上家業宜趣ニ而年々銀七枚ツヽ被下御匕医師取扱被仰付候
一文久四子年七月廿八日他国御用中三人扶持被下置候
一同年十月五日今般上京被仰付候処御用弁相成候ニ付其身一代御扶持三人扶持被下置候
　　　　但是迄被下銀七枚之義ハ已後不被下事
一元治元子征長出張中留守扶持も不被下置ニ付為御手当金弐両弐分被下候也
上呈出不要
〇一文久二戌九月十一日鍼術旧家之訳柄も有之其上家業宜趣ニ付年々
　　銀七拾匁ツヽ被下御匕医師取扱
　一文久三除痘館当番致皆勤候ニ付御褒詞被成下候
同
〇一元治元子七月廿八日他国御用中三人扶持被下置候
同
〇一同年十月五日今般上京被仰付候処御用弁相成候ニ付其身一代御扶持三人扶持被下置候
　　　但是迄被下銀七枚之義ハ以後不被下候

（一一一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜住村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川良作
一文久四子年十一月廿九日奇特之趣
　相聞候ニ付御目見医師被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月斎庵
一万延元申九月廿九日内願之通省吾義御紋服着用御免
　　但御召御紋服ハ不相成御時服弐枚計御免被成候事
一文久元酉十二月十六日除痘館打続出精ニ付御紋服着用御免
一慶応元丑年六月廿九日旧家其上
代々御紋服着用御免之由緒も有之ニ付
御家中之養子并縁組取替其身一代
願之通御免被成候
一文久元酉十二月十六日除痘館打続出精ニ付御盃一被下置
一慶応元丑年十一月廿九日妻きた儀不埒至極之御趣相聞候ニ付致離縁杉田無二介方へ相返し候上
　侍格御削揚り屋へ被入候且又斎庵義も家内不締之趣相聞候ニ付押込被仰付候
　　但右きた儀杉田無二介方へ相返し之外ハ斎庵一家之者ニ而取扱候様可申渡事

（一一二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高井雄作
一文久元酉年十二月十六日除痘館出精ニ付銀七拾匁
一文久二戌年十二月種痘御端立
已来接続方始万端格別
出精相勤候ニ付御匕医師取扱被仰付
是迄被下置候俵数三俵之上へ壱俵御増其身一代御扶持方
壱人扶持ニ被成下候
一慶応元丑十二月十六日除痘館定出勤ニ付御褒詞
一安政五午十二月十六日除痘館定出勤ニ付銀五拾匁被下
一安政六未十二月十六日除痘館定出勤格別出精相働ニ付銀五拾匁被下
一文久元酉十二月十六日除痘館定出勤格別出精ニ付銀七拾匁被下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順造悴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚住順方
一万延元申年十月十八日長崎表へ被指越
（113コマの貼紙の下に続く）
一安政五午十月五日内達之趣有之ニ付洋書句読師御免
洋学御派出之折柄ニも候得ハ是迄之通相心得折々洋学所へ
罷出申談相勤候様被被仰下候
一明治元辰十月会津出張

（一一三）
（魚住、万延元申続き）
御用向相勤候ニ付御目見被仰付其身一代帯刀
被指免且又薬学心懸候ニ付病用繰合洋学所へ罷出句読師同様
被仰付右勤中当年ゟ銀五拾枚ツヽ被下置候
一文久元酉年九月十一日先年来制産方御用相勤其上医業出精ニ付其身一代
御扶持方三人扶持被下置御匕医師取扱被仰付候
一元治元子年十月御用向出精其上堺町戦争之節御用弁其身一代被召出
御扶持方弐人御増都合五人扶持被下置御絵師次席
一慶応元丑年七月十二日洋学句読師出精相勤候ニ付年々銀五十匁ツヽ
一文久二戌九月十一日先年来制産方御用相勤其上医業出精ニ付其身
一代御扶持方三人扶持被下置候御匕医師取扱
一同三亥年八月七日肥後表へ為御使被遣候間支度出来次第致出立候様被仰付候
一慶応三卯正月十六医学所洋書教授方被仰付候

（一一四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良丹伜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮永欣哉　果ル
　一安政五午十月五日内達之趣有之ニ付洋書句読師御免
　　洋学御派立之折柄ニも候得ハ是迄之通相心得折々
　　洋学所へ罷出申談相勤候様
　一万延元申年十月十八日蘭学相心懸
　　候ニ付洋学所へ罷出句読師同様右勤中
　　銀拾五枚ツヽ年々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮永典常
　一慶応元丑兄欣哉病身ニ付相続代替
　一慶応三卯八月十一日出精相勤候ニ付其身一代御匙取扱ニ被成下帯刀被指免候且又
　　医学館教授方御繁勤ニ付右勤中為御手当御扶持方弐人扶持被下置候
　　　但是迄年々被下置候銀之儀ハ以後不被下候事
　一明治二巳年七月十八日医学館教授試補被仰付御足月俸一口被下置候
　　　　　但月給米一年分六俵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田道意
　一寛政三亥年代替町医師
　一文化十三子年其身一代御目見被仰付
　一天保十三寅年牢医井上一庵跡
　一嘉永五子年旧家其上牢医相勤勤功も有之ニ付代々
　　御目見之家ニ被成下年始鳥目御礼被仰付其身一代帯刀被指免
　一安政元寅年忰道忠親道意同様年始御礼被仰付
　一万延元申年是迄代々御目見被仰付其上牢医年来之勤
　　功を以忰道忠其身一代帯刀被指免候
　一同年忰道忠義蘭学心掛候ニ付洋学所へ罷出句読師同様右勤中
　　銀七枚ツヽ年々

（一一五）
　一同年御目見医師願之通
　一同年十二月十六日昨年征長出張中留守扶持三人扶持被下置候処難渋之訳も有之
　　趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下候
　　同年同日洋学助句読師相勤候ニ付銀七枚被下置且又繁勤之訳も有之ニ付
　　別段銀壱枚被下置候
　　慶應二寅十二月十六日洋学句読師被仰付右勤中年々銀拾枚ツヽ被下置候
　　同三卯正月十六日医学所洋学教授方被仰付候

（一一六）
　一文久三亥年道忠義洋学所へ罷出助句読師同様被仰付置候処被指
　　免候　但是迄被下置候銀七枚已後不被下
　一慶応三卯年三月七日老年ニ罷成候ニ付忰道忠へ牢医其儘被
　　仰付被下置候様相願候依之願之通被仰付候
　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田道忠
　一
　一明治二巳二月廿五日近来病身ニ付牢医被免候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金津町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井代淡斎
　一安政六未年二月五日種痘勤中
　　帯刀被指免候

（一一七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大岩主一
　一安政五年十二月廿日是迄御平脈拝診被仰付置候処今度
　　思召を以来未年江戸詰被仰付霊岸島振退勤詰中
　一御扶持方五人扶持外為御合力白銀五拾枚被下置候
　　　　　但是迄被下之三人扶持之義も被下置候事
　一万延元申年閏三月御用之節者御匙医師同様
　　被召仕候儀も可有之旨被仰付置候処昨年江戸御用出精相勤候ニ付其身一代
　　御扶持方七人扶持御増都合拾人扶持被下置妻木敬斉同様之御取扱当番
　　之外都而勤向御用捨被成下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大岩本立
　一文久二戌年九月十一日養父主一格別之勤功も有之
　　其方儀表御医師ニ被召出御扶持方五人扶持席之義別段御評議を以御医師末席
　一同三亥年七月九日其方儀兼而外料相心懸居候ニ付奥御外料格ニ被成下本道兼
　　被仰付御充行弐人扶持被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田一恵
　一万延元申年五月大奥御用有之
　　出府被仰付仍之出府中御医師同様詰中
　　御扶持方五人扶持外ニ留守へ三人扶持被下置候
　　　　　但失脚金拾両被下置道中諸渡り物御医師同様被成下且又御渡人壱人
　　　　　　御渡被成候事
　一慶応元丑十二月廿八日
　　其方儀近年度々格別御用弁相勤候ニ付奥御外料格次席ニ被
　　仰付御扶持方五人扶持御増都合拾弐人扶持被下置候
　　但今度御増被下候五人扶持之儀ハ其身一生被下置候

(一一八)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠原良策
　一万延元申年九月廿六日内願之通休息被仰付候
　　御平脈拝診被仰付候ニ付御扇子弐御盃并銀拾枚被下置養子健蔵義
　　御目見町医師被仰付其身一代帯刀被指免候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健蔵養父　良策改名シテ白翁ト云
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠原白翁
　一文久二戌年十二月廿五日年来医業厚心懸
　　候ニ付為御合力米拾俵ツヽ年々被下置候
　一慶応二寅十二月廿日旧来医道厚心懸ケ且又種痘を始功績も
　　有之ニ付御合力米拾俵御増都合弐俵ツヽ年々被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤直
　一元治二丑年正月廿日家業出精近年
　　御用弁之訳も有之ニ付御目見医師被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御通懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶井養順
　一安政五午十二月十六日除痘館定出勤ニ付銀拾匁被下
　一元治二丑年正月除痘館格別出精且
　　年来定体相勤候ニ付御目見医師被仰付候
　一安政六未十二月十六日除痘館定出勤格別出精相働其上鍼御用等相勤候ニ付
　　銀五拾匁被下
　一文久元酉十二月十六日除痘館当番皆勤其余番外出精ニ付銀五拾匁被下
　一同三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余番外数十度出勤格別出精候ニ付
　　御褒詞被成下候

（一一九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御通掛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤桂寿
　一安政五午十二月十六日除痘館定出勤ニ付銀七拾匁被下
　一安政六未十二月十六日除痘館御端立以来定出勤
　　年々格別相働候ニ付銀七拾匁被下
　一元治二丑年正月除痘館格別出精且
　　年来定体相勤候ニ付御目見医師被仰付候
　一文久元酉十二月十六日除痘館当番皆勤其余番外出精ニ付銀五拾匁被下
　一同三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余番外数十度出勤格別致出精候ニ付御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石塚泰輔
　一安政六未十一月十六日除痘館定出勤鍼御用等格別相働候ニ付銀五拾匁被下
　一元治二丑年正月除痘館格別出精相勤候ニ付御通懸御目見被仰付候
　一同年十二月十六日右同断ニ付銀百五拾匁被下
　一文久元酉十二月十六日除痘館定出勤格別出精ニ付銀七拾匁被下
　一同三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余番外数十度
　　出勤且年来出精格別御用便相成候ニ付銀百五拾匁被下置候
　一慶應二寅十二月十六日除痘館当番致皆勤且番外数十度致出勤候ニ付
　　銀百五拾匁被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周一
　一元治二丑銀百匁被下
　一同年十二月十六日除痘館皆勤ニ付銀百匁被下
　一慶応二寅十二月十六日除痘館当番致皆勤且番外数十度致出勤候ニ付
　　銀百匁被下置候

（一二〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄作忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高井見龍
　一安政五午十二月十六日除痘館定出勤ニ付銀五拾匁被下
　一文久元酉年十二月十六日除痘館出精ニ付銀七拾匁被下
　一文久三亥年十二月除痘館御端立
　　以来引続格別致出勤候ニ付年始御礼
　　御目見被仰付候
　一元治元子十一月征長出陣中留守扶持三人扶持被下
　一慶応元丑十二月十六日昨年征長出張中留守扶持三人扶持被下置候処難渋
　　之訳も有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候
　一同年同日除痘館定出勤接続方見習定出勤其上勤功も有之ニ付
　　其身一代帯刀被指免候
　一安政六未十二月十六日除痘館定出勤格別相働候ニ付銀五拾匁被下
　一文久元酉十二月十六日除痘館定出勤格別出精ニ付銀七拾匁被下
　一慶応四辰今般越後地へ御人数御繰出候ニ付六月十四日他国御用出張中為留守扶持
　　六人扶持被下置外ニ同十五日為御手当金五両被下置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但六月廿五日出立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本宗立
　一文久三亥年三月今度蒸気船
　　御出来ニ付為運用長崎表へ罷越
　　候様被仰付候
　一同年十二月黒龍丸乗組附
　　被仰付右勤中御扶持方五人フチ被下置帯刀被指免候
　　　　　但船中者壱ケ月金五両ツヽ被下置候事
　一文久四子年正月黒龍丸御用ニ付支度出来次第兵庫表へ被遣
　一慶応元丑年七月黒龍丸乗組附御免被成且又右御用中
　　骨折相勤候ニ付銀拾枚被下置候其身一代帯刀被指免候
　　　但是迄被下候五人つチ已後不被下
　一同年十二月十六日昨年征長出張中留守扶持三人扶持被下置候処難渋之

（一二一）
　　訳も有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩ツヽ被下置候
　一慶応三卯年八月五日今度他国修業留守扶持三人扶持被下置候
　一同四辰今般越後地へ御人数御繰出候ニ付御先手附属被仰付候ニ付六月十四日
　　他国御用出張中為留守扶持六人扶持被下置候外ニ同十五日
　　為御手当金五両被下置候
　　　　　但六月廿五日出立十一月十七日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医師
　一慶応三卯八月七日出精相勤候ニ付其身一代御扶持方弐人扶持被下置候
　　且又橋本彦也他国修行留守中医学館教授方同様相心得
　　生徒致世話候様被仰付右勤中別段為御手当三人扶持被下置候
　　　但是迄年々被下置候銀之儀ハ以後不被下候事
　一慶応四辰六月六日医学館教授方同様是迄之通相心得候様被仰付勤中御手当三人扶持
　　之儀も其儘被下置候
　一同六月十四日今般越後地へ御出馬御旗本御供被仰付他国御用出張中為留守扶持
　　四人扶持被下置候外ニ同十五日為御手当金五両被下置候
　　　但教授方同様勤中三人扶持不被下候事
　　　　　　　　　但御出馬御延引ニ相成御供不致候事
　一同九月会津表出張巳ノ二月六日帰

（一二二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高桑道準
　一万延元申十月蘭学心懸候ニ付
　　洋学所へ罷出句読師同様右勤中
　　銀七枚ツヽ年々
　一文久四子七月他国御用中三人扶持被下置候、但京都詰被仰付候筈也
　一同年十月今般上京被仰付御用弁ニ祖成候ニ付其身一代御匕
　　医師取扱被成下銀三枚御増都合拾枚ツヽ年々被下置蘭学
　　句読詞是迄之通
　一元治元子十一月征長出陣留守扶持三人扶持被下
　一慶応元丑十二月十六日征長出張中留守扶持三人扶持ツヽ被下置候処難渋之訳も
　　有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候
　一慶応三卯正月十六日医学所洋書教授方被仰付候

（一二三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎庵養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月省吾
　一文久三亥年十二月十一日除痘館当番皆勤
　　其余番外数度致出勤候ニ付御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　道達
一安政六未十二月十六日当番皆勤ニ付御褒詞
一嘉永五子十二月十六日親道達へ
　御家其上当村海岸御備御雇御用も被仰付置候付
　出精之訳合を以忰友亭と申者帯刀被差免候
一元治元子十一月征長出陳翌丑春帰十一月五日他国御用出張中為留守扶持三人扶持被下
一慶応元丑十二月十六日除痘館当番皆勤且勤功も有之ニ付御匙医師
一慶応四辰六月十四日今般越後地へ御人数御繰出ニ付御先年附属被仰付候ニ付
　他国御用出張中為留守扶持六人扶持被下置候外ニ六月十五日為御手当
　金五両被下置候
　　　　　但六月廿五日出立之事

（一二四）
　取扱被仰付候
一同年同月昨年征長出張中留守扶持三人扶持被下置候処難渋之訳も
　有之ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候
　文久三亥年十二月十一日
一除痘館当番皆勤致候ニ付御褒詞被成下候
一慶応二寅五月十一日接州神戸表出張被仰付候ニ付留守扶持三人扶持
　被下置候
一同四辰年正月八日御先勢之内御附属出張被仰付留守扶持三人扶持被下置候
　　　　　但有賀元隊同道可致出張事


（一二五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今居元吉
一文久三亥年繃帯術教授致し
　御用弁ニ相成候ニ付金三両ツヽ月々
　当八月廿日ゟ被下置候
一元治元年九月九日出精相勤申ニ付御扶持方弐人扶持御増
　都合五人扶持被下置候
一慶応四辰年正月十二日其方儀先年来御用向出精相勤ニ付其身一代
　表向医師格被召出御扶持方是迄之通被下置御絵師次席□仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上杏庵
一
一文久三亥除痘館当番皆勤ニ付御褒詞被成下候
一元治元子十一月征長出陳翌巳年春帰ル、右出張中為留守扶持三人扶持被下置候
一慶応元丑十二月十六日昨年出張中留守扶持三人扶持被下置候処難渋
　之訳も有之ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候
一慶応二寅十二月十六日除痘館当番致皆勤其上種痘御端立以来
　致出精候ニ付銀三枚被下置候

（一二六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田良輔
一安政六未十二月十六日当番皆勤ニ付御褒詞
一元治元子十一月征長出陳留守扶持三人扶持被下
一慶応元丑十二月十六日昨年征長出張中留守扶持三人扶持下置候処
　難渋之訳も有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候
一同年同月除痘館当番皆勤且勤功も有之ニ付御通懸御目見被
　仰付候
一文久三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余番数度致勤候事
　御褒詞被成下候
一慶応四辰今般越後へ御出馬ニ付御人数附属被仰付候ニ付六月十四日左之通
　他国御用出張中為留守扶持六人扶持被下置候、外ニ別段為御手当
　金五両被下置候
　　　　　但此分出張不致由ニ付調之事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大嶋友順
一文久三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余番外
　数度致出勤候ニ付御褒詞被成下候
一元治元子十一月征長出陳中為留守扶持三人扶持被下置候
一慶応元丑十二月十六日昨年征長出張中為留守扶持三人扶持被下置候処
　難渋之訳も有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候

（一二七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梯　民也
一元治元子十一月征長出陳留守扶持三人扶持被下
一慶応元丑十二月十六日昨年出張中留守扶持三人扶持被下置
　候処難渋之訳も有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候
一明治二巳二月廿五日牢医申付年始御通り掛御目見被仰付候段申付候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀的忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田花岐
一元治元子十一月征長出陳留守扶持三人扶持被下
一慶応元丑十二月十六日昨年征長出張中留守扶持三人扶持被下置候処
　難渋之訳も有之趣ニ付為御手当金弐両弐歩づつ被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華岐事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田秀的
一同四辰今般越後地へ御人数出張附属ニ付
　六月十四日他国御用出張中留守扶持
　六人扶持被下置外ニ同十五日為御手当
　金五両被下置候
　　　　　但御先手御人数附属ニ而六月廿五日出立十一月十五日帰
一同年閏四月廿五日帯刀被指免御匕医師支配之義ハ難及御取揚段
　附紙ニ而被仰付候事

（一二八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禎純倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若泉意斉
一安政六未十二月十六日当番皆勤ニ付御褒詞
一文久三亥年十二月十一日除痘館当番皆勤基余番外数度
　致出勤候ニ付御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細田龍渕
一安政五午十二月十六日除痘館定出勤ニ付銀五十匁被下
一安政六未十二月十六日除痘館御端立以来定出勤年々格別出精相動候ニ付銀七拾匁被下
一元治二丑年除痘館御賞銀弐百匁被下
一同年十二月十六日除痘館当番皆勤番外数十度出勤年来骨折
　相勤候ニ付、御通懸御目見被仰付銀百五拾匁被下
一文久元酉除痘館定出勤格別出精ニ付銀七拾匁被下
一同三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余番外数十度出勤且年来
　出精格別御用使相成候ニ付銀百五拾匁被下置候
一慶応二寅十二月十六日除痘館当番致皆勤且番外十度致出勤候ニ付銀百五拾匁
　被下置候

（一二九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨子村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森玄俊
一元治元子年征長出陣留守扶持三人扶持被下
一慶応元丑十二月十六日昨年征長出張中留守扶持三人扶持被下置候処
　難渋之趣ニ付為御手当金弐両弐歩被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三崎玉雲
一安政五午除痘館当番之義ハ御免被成折々見廻候様被仰付
一安政六未七月五日年来家製之牛黄丹
　指上其上奇特之義も有之ニ付
　中将様ゟ御召品被下度処此之節之義ニ付無其儀候、依之家に頂戴品も有之旁
　当代御召後紋服着用之義御免

（一三〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如琢倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉村寿磧
一慶応元申十一月五日願之通御茶道見習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一恵倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田一策
一安政五午除痘館監定方被仰付候
一安政六未十二月十六日当番皆勤致候ニ付
　御褒詞
一文久三亥年十二月十一日館当番皆勤其余番外数度致出勤候ニ付
　御褒詞被成下候

（一三一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉庵養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月俊輔
一安政六未十二月十六日当番皆勤致候ニ付
　御褒詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英　貞純
一安政六未十二月十六日当番皆勤ニ付御褒詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英　鼎蔵
一慶応三卯八月五日今度他国修行中
　留守扶持三人扶持被下置候
一同四辰今般越後地へ御人数御繰出し附属被仰付候ニ付六月十四日他国
　御用出張中為留守扶持六人扶持被下置候、外ニ同十五日別段御手当
　金五両被下置候　　但御旗本御供被仰付候処御出馬御延引相成候ニ付
　　　　　　　　　　　出張不致候事、其後九月六日補兵隊狙撃隊
　　　　　　　　　　　附属ニ而出張致ス

（一三二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田元恭
一安政六未十二月十六日当番皆勤ニ付御褒詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多丹波方医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤策順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生駒耕雲
一安政五午五月十一日
　先年除痘館御端立以来今以
　皆勤諸事引受致心配候ニ付
　江戸御往来之節於府中町御目見被仰付候

（一三三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府中町医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺静庵
一安政五午年五月十一日
　先年除痘館御端立以来今以
　皆勤諸事引受致心配候ニ付
　江戸御往来之節於府中町御目見被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉村東斉
一安政五午年十二月十六日
　除痘館打続皆勤ニ付銀三拾匁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉村坦哉
一慶応四辰年今般越後地へ御人数出張ニ付附属
　被仰付ニ付六月十四日他国御用出張中為留守扶持六人
　扶持被下置候、外ニ同十五日別段為御手当金五両被下置
　　　　　但御先手御人数附属ニ而六月二十五日出立

（一三四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤逢山
一安政五午十二月十六日種痘釘御用ニ付銀五拾匁被下
一同年同日種痘方被仰付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北金津
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井代淡斉
一安政六未二月五日種痘勤中帯刀御免

（一三五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上養山
一文久三亥年十二月十一日除痘館当番皆勤
　其余番外数十度出勤且年来出精格別
　御用便相成候ニ付銀五拾匁被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠原健蔵
一文久三亥十二月十一日除痘館当番致皆勤候ニ付
　御褒詞被成下候
一慶応二寅四月十一日本多興之輔方へ増御附属被成、此出張眼病ニ付内願御免
　大阪表へ出張被仰付候、支度罷在御指図次第致出立候様被仰付候
　　但出張之節ハ廿五石高之御手当ニ被成下候
一同四辰年正月八日御旗本出勢之内へ御附属出張被仰付留守扶持三人
　扶持被下置候、此分但出張不致
一同年六月十四日今般越後地へ御出馬ニ付御旗本御供被仰付候ニ付他国御用
　出張中為留守扶持六人扶持被下置候、外ニ六月十五日為御手当金五両
　被下置候
　　　但御出馬御延引相成候ニ付御供不致　其後九月六日補兵隊狙撃隊附属ニ而出張
　　　　辰ノ二月帰

（一三六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井良橘
一文久三亥十二月十一日除痘館当番致皆勤候ニ付
　御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合祥蔵
一文久三亥十二月十一日除痘館当番皆勤其余
　番外数度致出勤候ニ付御褒詞被成下候

（一三七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石塚泰庵
一文久三亥十二月十一日除痘館当番致皆勤
　候ニ付御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目見町医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤元真
一文久三亥十二月十一日除痘館当番致皆勤
　其余番外数度致出勤ニ付御褒詞被成下候

（一三八）
　　　　　（付箋）石塚

（一三九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉羽潤造
一文久三亥年十二月十一日除痘館皆勤其余
　番外数度致出勤候ニ付御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元恭忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田左伝
一文久三亥年十二月十一日除痘館当番
　致皆勤候ニ付御褒詞被成下候
一元治元子年十一月五日征長出張中留守扶持三人扶持被下

（一四〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古市周南
一文久三亥年十二月十一日除痘館当番
　致皆勤候ニ付御褒詞被成下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田一庵
一文久三亥年十二月十一日除痘館当番
　致皆勤候ニ付御褒詞被成下候

（一四一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坪井信良
従
公辺
元治元子年十一月廿一日被召出三拾人扶持を
弐百俵江御直し奥御医師被仰付候
　外ニ勤候内為御番料弐百俵被下候
右昨廿一日御達ニ付今日西　御丸江登　城御列座之上被仰渡候旨

（一四三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筧　禎造
一慶応四辰年今般越後地へ
　御出馬ニ付御人数附属被仰付六月十四日
　他国御用出張中為留守扶持六人扶持
　被下置外ニ別段為御手当金五両被下置候
　　　　　但御先手附属ニ而六月廿五日出立十一月十五日着

（一四四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田修輔
一慶応四辰今般越後地へ御出馬ニ付六月十四日
　御人数附属被仰付候ニ付他国御用出張中
　為留守扶持六人扶持被下置候　外ニ同十五日
　今度為御手当金五両被下置候
　　　　　但御先手御人数附属ニ而六月廿五日出立十一月十七日着

（一四五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金井玄良
一慶応四辰年今般越後地へ御人数出張
　附属被仰付候ニ付六月十四日他国御用
　出張中為留守扶持六人扶持被下置候　外ニ同十五日別段為御手当金五両
　被下置候　但御先手御人数附属ニ而六月廿五日出立十一月十七日着

（一四六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅田謙斎
一慶応四辰今般越後地へ御人数出張
　附属被仰付候ニ付六月十四日他国
　御用出張中為留守扶持六人扶持被下置候
　外ニ同十五日別段為御手当金五両被下置候　但御旗本御供被仰付候処御出馬御延引ニ相成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　候ニ付出張不致候事、其後九月六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊狙撃隊附属ニ而出張

（一四七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦野三省
一慶応四辰年今般越後地御人数
　御繰出候節六月廿一日他国御用
　出張中為留守扶持六人扶持被下置候
　外ニ別段為御手当金五両被下置候　但御旗本御供被仰付候処
　　　　　　　　　　　　　　　　　　御出馬御延引ニ付出張不致候事

（一四八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三ツ橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桔梗屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産婆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋津
一銀弐枚
　一文化八未三月十九日右者先達而
　　仁之助様御誕生之節致出精候ニ付如此被下置以来
　　年々御誕生日為御祝儀其身一生被下置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人
一弐人扶持
　文政四巳九月十六日其身一生
　御扶持方如此被下

（一四九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桔梗屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋津
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛左衛門妻也
一慶応三卯年四月廿五日度々
　御用骨折相勤候ニ付当年限り目払米
　三俵被下置候　且又向後御懐妊之節者御着帯ゟ御誕生迄
　右御用中御扶持方弐人扶持之割を以月々被下置候
　　曰度々与ハ　高丸様　貞姫様　信次郎様
　　　右御三方様御誕生之節御用相勤候事、都而於大奥御誕生
　　　被為在候節奥向詰被下等之儀者慶応三卯年四月評議留ニ
　　　記載詳なり

　　　　　鳴物方

（一五〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半大夫養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐元吉
一万延元申十月十六日御先手太鼓役御雇改而被仰付右
　御雇中銀弐百拾五匁ツヽ年々被下置候
一同年十二月十日右同断之処此度銀弐百弐拾七匁五分ニ御直シ
　被下置候
一文久三亥三月二日太鼓役頭取助被仰付銀弐百弐拾
　七匁五分年々被下置候処三百五拾匁年々被下置候
一元治元子七月堺町御警衛詰狛帯刀附属出立八月廿四日扱
一元治元子十月十六日長征出陣丑正月帰
一同二丑正月廿七日賊徒警衛敦賀江出張

（一五一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一慶応元丑六月廿日御徒御雇被仰付月々銀七拾匁ツヽ
　　被下置候
　一慶応二寅年四月廿四日一昨子年堺町騒乱ニ付
　　公辺ゟ被下配当金七百疋被下置候
　一慶応三卯年正月廿五日御趣意ニ付御徒定御雇御免被成候
　一同日鳴物方御雇被仰付御雇勤中年々銀壱貫匁ツヽ被下置候
　　　　　但是迄年々被下候銀者已後不被下候事
　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁被下候処迷惑之趣ニ付
一銀百五十匁ツヽ月々
　　如此被下置候
　一同年五月廿日小十人組御雇被仰付候
　　　　　但是迄月々被下銀其儘
　一同年十月十八日御趣意ニ付小十人組御雇被指免鳴物方御雇被仰付候
　一同年十一月廿六日支度出来次第堺町御警衛詰被仰付
　一同四辰ノ閏四月十一日鳴物方謹中御扶持方
一壱人半扶持
　　如此被下置候
　　　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　一明治元辰七月上京十一月帰


甲斐

（一五二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格　藤七倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田久太郎
　一元治元子八月二日支度次第上京被仰付
　　十月朔日出立
　一慶応二刁年正月廿九日在京中不行状之趣
　　有之押込被仰付候
一銀壱貫匁
　慶応三卯年正月廿三日
　鳴物方御雇被仰付御雇勤中
　年々銀壱貫匁ツヽ被下置候
一同年三月十六日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ
　被下候処迷惑之趣ニ付
一銀百五拾匁ツヽ月々
　如此被下

(一五三)
　一同年五月廿日小十人組御雇被仰付候
　　　　　但是迄月々被下銀其儘
　一同年十月十八日御趣意ニ付小十人組御雇被指免
　　鳴物方御雇被仰付
　一慶応四辰年二月廿七日支度出来次第京都警衛詰
　一同年閏四月十一日鳴物勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　如此被下置候　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　一同年九月会津表へ出張巳ノ二月六日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左右兵衛弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井宗作
　一文久三亥四月十六日太鼓役御雇被仰付銀弐百弐拾七匁五歩ツヽ
　　年々被下置候
　一元治元子三月十六日御徒御雇被仰付為失却月々
　　銀五拾匁ツヽ被下置候
　一同年十一月十四日御趣意ニ付太鼓役被差免候
　一慶応元丑六月廿日弐拾匁御増都合七拾匁ツヽ月々被下
　一同三卯正月廿五日御趣意ニ付御徒御雇被指免候

(一五四)
　一慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付御雇中
　　年々銀壱貫匁ツヽ被下
　　　　　但是迄太鼓役ニ付被下候銀者以後不被下候事
　一同年三月十六日鳴物方御雇之者年々銀壱貫匁ツヽ被下候処
　　迷惑之趣ニ付月々銀百五拾匁ツヽ被下
　一同年五月廿日小十人組御雇被仰付候
　　　　　但是迄月々被下候銀其儘
　一同年十月十八日小十人組御雇被指免鳴物方御雇被仰付候
　一同四辰三月支度出来次第上京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五郎右衛門次男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江守作次郎
一月々銀百五拾匁
　一慶応三卯七月廿一日小十人組御雇被仰付御雇中如此被下置候
　一同年十月十八日御趣意ニ付小十人組御雇被指免
　　鳴物方御雇被仰付
　一同年十一月五日太鼓役被仰付候
　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　一同年六月廿五日会征出立同十一月十三日帰

（一五五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新治弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野捨作
　　一文久三亥四月十六日太鼓役御雇
　　　被仰付銀弐百弐拾七匁五歩ツヽ
　　　年々被下
　　一元治元子年十一月十四日御趣意ニ付太鼓役御雇被指免
　　一慶応二寅御家流太鼓役被仰付年々三百匁ツヽ被下置候
　　　銀壱貫匁ツヽ被下置候、但是迄太鼓ニ付被下候銀者
　　　　　　　　　　　　　　　以後不被下候事
　　一同年三月廿五日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ被下候処
　　　迷惑之趣ニ付月々
一銀百五拾匁ツヽ
水野　如此被下置候

（一五六）
　　一同年五月廿日小十人組御雇被仰付候
　　　　　但是迄月々被下候銀其儘
　　一同年十月十八日御趣意ニ付小十人組御雇被指免
　　　　鳴物方御雇被仰付候
　　一同辰三月支度出来次第上京
　　一同年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年十二月十三日御供ニ而上京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友斉倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村友節
一三人扶持
　　一安政七申年二月表御坊主ニ
　　　被召出御扶持方如此被下
　　一安政七申年二月表御坊主ニ
　　　被召出御扶持方如此被下
　　一同年六月小坊主江
　　一元治元子十二月賊徒御留守御用銀拾六匁被下
　　一慶応元丑閏五月四日御在国中御時計兼帯介
　　一同三卯三月十六日御趣意ニ付被召出候義ハ被相止候処
　　　御憐愍を以鳴物方被仰付勤中左之通被下置候
一壱人半扶持

（一五七）
　　　如此被下置候
　　一同年同月十九日名替

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友節事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村縞太郎
　　一同三卯年五月廿日小十人組御雇被仰付候
　　　　　　但御扶持方其儘
　　一同年十月十八日御趣意ニ付小十人組御雇被指免鳴物方御雇被仰候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格　新助倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩佐銑之介
　　一銀壱貫匁
　　　慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付、勤中年々
　　　如此被下
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共、年々銀壱貫匁ツヽ被下候処
　　　迷惑之趣ニ付月々
　　一銀百五拾匁ツヽ
　　　如是被下置候
　　一同年五月廿日小十人組御雇被仰付候
　　　　　　但是迄被下候月々銀其儘

（一五八）
　　一慶応三卯十月十八日御趣意ニ付小十人組御雇被指免鳴物方
　　　御雇被仰付候、御軍事目付支配ニ被仰付候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　如此被下置候、但此迄被下置候銀之儀ハ以後不破下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格　吉左衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山鉄吉
　一銀壱貫匁
　　一慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付、勤中年々如斯被下候
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ被下置迷惑之趣
　　　ニ付月々
　一銀百五拾匁ツヽ
　　如此被下置候
　一同四辰年三月支度出来次第上京
　一同年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持

（一五九）
　如此被下置候、但是迄被下置候銀之儀ハ以後不被下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小十人組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七左衛門養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青柳政八
　一銀壱貫匁ツヽ年々
　　慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付、勤中
　　如是被下置候
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共、銀壱貫ツヽ被下候処
　　　迷惑之趣ニ付
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　如是被下置候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方

（一六〇）
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年六月廿五日会征出立、十一月十五日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一等格末席
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐五右衛門弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林虎吉
　一銀壱貫匁ツヽ年々
　　　慶応三卯年正月廿五日鳴物方御塵被仰付、勤中
　　　如是被下置候
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共銀壱貫匁ツヽ年々
　　　被下候処迷惑之趣ニ付
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　如是被下置候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方

（一六一）
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一統格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武助養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田友蔵
　一銀壱貫匁ツヽ年々
　　慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付、勤中
　　如是被下
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　同年三月十六日鳴物方御雇之者共、年々銀壱貫匁ツヽ被下
　　候処迷惑之趣ニ付、如是被下置候
　一同年十一月五日鳴物方御雇被指免、是迄被下候
　　銀以後不被下候

（一六二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御帳付為介弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田小金太
　一銀壱貫匁ツヽ年々
　　一慶応三卯年正月廿五鳴物方御雇被仰付、勤中如此被下置候
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫ツヽ被下置候処
　　　迷惑之趣ニ付
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　被下置候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下銀之儀ハ以後不被下候事

（一六三）
　　一同年六月廿六日会征出立十一月十七日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一統格清右衛門養弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸木賢次郎
　一銀壱貫匁
　　慶応三卯年正月廿三日鳴物方御雇被
　　仰付御雇勤中年々銀壱貫匁ツヽ如此被下
　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共、年々銀壱貫匁ツヽ
　　被下候処、迷惑之趣ニ付
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　如是被下
　一同年十一月五日喇叭役被仰付候

（一六四）
　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　一同年九月京都出立、明治二巳二月六日御供ニ而帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸下代真之助弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹本五郎
　一銀壱貫匁
　　慶応三卯年正月廿三日鳴物方御雇被
　　仰付、御雇勤中年々銀壱貫匁ツヽ如此被下
　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁
　　ツヽ被下候処迷惑之趣ニ付
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　如是被下
　一同年十一月五日鳴物方御雇被指免是迄被下候

（一六五）
　　銀以後不被下候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一統格清衛門忰　精太郎歟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸木清太郎
　一銀百五拾匁ツヽ月々
　　一慶応三卯年三月十六日鳴物方御雇被仰付勤中如此被下置候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　如此被下置候、但是迄被下置候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年六月廿五日会征出立、同十一月十五日帰

（一六六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当時　　　　　三郎右衛門次男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人啓次郎弟　堀万六
　　一文久三亥四月十六日太鼓役御雇被仰付銀弐百弐拾七匁五歩ツヽ
　　　年々被下置候
　　一元治元子十一月御趣意ニ付太鼓役被指免候
　一銀壱貫匁
　　一慶應三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付勤中年々如此被下置候
　　一同年三月廿五日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ被下候処迷惑
　　　之趣ニ付月々
　一銀百五拾匁ツヽ
　　如此被下置候

（一六七）
　　一同年三月十五日京都御警衛詰被仰付出立
　　一同年十一月五日太鼓役被仰付候
　　一同四辰年正月京都御警衛詰被仰付出立閏四月帰着
　　一同年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下置候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重大夫倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤登美太
　　一元治元子年三月十六日御徒御雇被仰付為失却月々
　　　銀五拾匁被下置候
　　一同年六月七日御徒御雇其儘太鼓役被仰付銀弐百六拾弐匁
　　　五歩ツヽ年々被下置候
　　一同年十一月十四日御趣意ニ付太鼓役御免被成候
　　一慶応元丑六月廿日御雇銀弐拾匁御増都合七拾匁ツヽ被下置候
伊藤

（一六八）
　　一同二寅年四月廿九日御□貝御雇被仰付候
　　一同三卯正月廿五日御趣意ニ付御徒定御雇御免被成候
　　一同日鳴物方御雇被仰付御雇勤中年々銀壱貫匁ツヽ被下置候
　　一同年三月廿五日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ被下置候処
　　　迷惑之趣ニ付月々
　一銀百五拾匁ツヽ
　　　如斯被下置候
　　一同辰年二月廿六日支度出来次第京都御警衛詰
　　一同年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一六九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小算格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捨五郎弟　元鵜匠也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森川元次郎
　一銀壱貫匁
　　一慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付年々如此被下
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者年々銀壱貫匁ツヽ被下候処
　　　迷惑之趣ニ付月々
　一銀百五拾匁ツヽ
　　　如此被下
　　一同年十一月五日太鼓役被仰付候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一七〇）
　　一同年六月廿五日会征出立同十一月十五日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤七次男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田政七郎
　　一文久三亥四月十六日太鼓役御雇被仰付銀弐百弐拾七匁五歩ツヽ
　　　年々被下置候
　　一元治元子七月堺町御警衛詰罷越八月廿四日帰ル
　　一同年十一月御趣意ニ付太鼓役被指免候
　　一慶応二寅年御家流太鼓打方被仰付候三百匁ツヽ年々
　　一同三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付勤中年々
　一銀壱貫匁ツヽ
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀者已後不被下候事
　　一同年三月十六日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ被下候処迷惑

（一七一）
　　　之趣ニ付月々
　一銀百五拾匁ツヽ
　　　如此被下置候
　　一同年七月京都御警衛詰出立
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武大夫弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村尾常吉
　　一文久三亥六月廿六日太鼓役御雇被仰付
　　　銀二百廿七匁五歩ツヽ年々被下置候
　　一元治元子十一月十四日御趣意ニ付太鼓役御雇御免被成候
　　一慶応三卯正月廿五日鳴物方御雇被仰付御雇勤中年々
　　　銀壱貫匁ツヽ被下置候
　　一同年三月廿五日鳴物方御雇之者共年々銀壱貫匁ツヽ被下候処
　　　迷惑之趣ニ付月々
　一銀百五拾目ツヽ

（一七二）
　　　如此被下置候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年六月廿六日会征出立十一月十七日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘兵衛次男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野捨六
　　一文久三亥十二月六日太鼓役御雇被仰付金七百疋ツヽ年々被下置候
　　一元治元子十一月御趣意ニ付太鼓役被指免候
　　一慶応三卯年三月鳴物方御雇被仰付勤中
　一銀七枚ツヽ年々
　　　如斯被下置候
　　一同年十一月廿六日仕度出来次第上京被仰付十二月二日出立

（一七三）
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤兵衛三男周助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村新四郎
　　一文久三亥年十二月十六日
　　　太鼓役御雇被仰付銀弐百六拾弐匁五歩年々被下置
　　一元治元子六月七日太鼓役酒井外記方手大御番五々之方へ
　　　御附被成候
　　一同年十一月十四日御趣意ニ付太鼓役被指免候
　　一慶応三卯年正月廿五日鳴物方御雇被仰付御雇中年々
　　　銀壱貫匁ツヽ被下置候
　　一同年三月十六日鳴物方御雇被仰付年々銀壱貫匁ツヽ被下候処

（一七四）
　　　迷惑之趣ニ付月々銀百五拾匁ツヽ被下置候
　　一同年　月堺町御警衛詰出立
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如被此下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年九月　上京巳ノ二月六日御供ニ而帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸伝悴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定次郎事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋栄立
一三人扶持
一元治元子二月廿九日表御坊主江被召出御扶持方如是ニ被下置
一同年三月十五日小坊主江
一同月十六日不慎ニ付支配頭存を以慎
一同年十二月賊徒御留守御用銀拾六匁被下
一慶応二寅三月十七日御祐筆部屋定介被仰付
一同三卯三月十六日御趣意ニ付被召出候儀ハ被相止御憐愍を以鳴物方
被仰付勤中壱人半扶持被下置候

（一七五）
同月十九日名替　　　　　　　　　　　　　　　　　栄立事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　栄
一同年十一月五日喇叭役被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友悦養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多喜友碩
一三人扶持
一元治二丑年三月十四二値表御坊主江被召出御充行如此
一同年閏五月四日御在国中不寝役定介
一慶応三卯三月十六日御趣意ニ付被召出候儀ハ被相止御憐愍を以鳴物
方被仰付勤中壱人半扶持被下置候
同月十九日左之通名替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友碩事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多喜要平
一同年十一月五日喇叭役被仰付候

（一七六）
一明治二巳正月　上京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田盛悦
一三人扶持
　　　御坊主被召出

一慶応三卯三月十六日御趣意ニ付被召出候儀者被相止候得共
御憐愍を以鳴物方被仰付勤中
一壱人半扶持
如此被下置候
同月十九日名替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛悦事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田鋳忠太郎

（一七七）
一同四辰年六月廿五日会征出立十一月十三日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　清斎
一三人扶持
　　　御坊主被召出
　一慶応三卯年三月六日御趣意ニ付被召出候儀者被相止候得共
　御憐愍を以鳴物方被仰付勤中
　一壱人半扶持
　如斯被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清斎事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福市三郎

（一七八）
一同年十一月五日太鼓役被仰付
一同四辰年六月廿五日会征出立十一月十五日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚順節
一三人扶持
一元治元子年二月廿九日表御坊主へ被召出如此
一同年十二月賊徒一件付御留守御用相勤申候付銀拾六匁被下置
一慶応元閏七月御時計兼帯介へ
一同応三卯三月十六日御趣意ニ付被召出候儀ハ被相止候得とも御憐愍を以
鳴物方被仰付勤中壱人半扶持被下置候
同月十九日名替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順節事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚祥介
一慶応四辰年立替ニ付別記ニ有之

（一七九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久左衛門倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎尚悦
一三人扶持
　元治元子二月廿九日表御坊主ニ被召出御充行如是被下
一同年十二月賊徒一件ニ付出張御手当銀拾五匁被下置候
一慶応三卯三月御趣意ニ付被召出候義被相止候処御憐愍を以鳴物方被
仰付勤中左之通
一壱人半扶持
如此被下置候
同月十九日名替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚悦事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎成一

（一八〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成一事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎退介
一同年十一月五日喇叭役被仰付
一同四辰年六月廿五日会征出立十一月十三日帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平三郎叔父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　故時三郎実子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口甚吉
一月々銀百五拾匁ツヽ
一慶応三卯来七月廿一日鳴物方御雇被仰付御雇中
如此被下置候
一同年十一月五日太鼓役被仰付候
一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
如此被下置候　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一八一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灯助倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川富（留）三郎
一月々銀百五拾匁ツヽ
一慶応三卯来七月廿一日鳴物方御雇被仰付御雇中
如此被下置候
一同年十一月五日太鼓役被仰付
一同月廿五日月々百五拾匁宛被下置候得共
以後
一弐百匁
如此被下置候

（一八二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥御坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健弥弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本照太郎
一月々銀百五拾匁ツヽ
一慶応三卯来七月廿一日鳴物方御雇被仰付御雇中
月々如此被下置候
一同年九月小坊主被仰付候別記ニ有之

（一八三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡倉縁蔵
一慶応三卯年
一同年十一月五日太鼓役被仰付候
一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
如此被下置候　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一八四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治左衛門倅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早見虎乕三郎
一同年十一月五日太鼓役被仰付候
一慶応四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
如此被下置候　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事
一同年六月廿五日会征出立十一月十三日帰

（一八五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡目小算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十助次男
　　月々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山中辰之助
　一銀百匁ツヽ
　　一慶応三卯年十一月廿五日鳴物方太鼓役御雇被仰付如此被下置候

（一八六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十助忰
　　月々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山中雪（雷）之助
　一銀百五拾匁ツヽ
　　慶応四辰年三月十一日鳴物方御雇被仰付月々如斯被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健蔵兄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野徹蔵
　　一同年十一月五月太鼓役被仰付候
　　一同四辰年四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一八七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小十人組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦二郎養弟
　　月々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井熊三郎
　一銀七拾匁ツヽ
　　一慶応三卯年十一月五日太鼓役被仰付候
　　一同年同月廿五日銀三拾匁御増都合月々
　一銀百匁ツヽ
　　　如此被下置候

（一八八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健弥弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本忠四郎
　　一
　　一同年十一月五日太鼓役被仰付候
　　一慶応四辰三月支度出来次第京都詰
　　一同年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一八九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小十人組格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隼郎弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関■一郎
　　一同年十一月五日太鼓役被仰付候
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、、但是迄被下置候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一同年六月　上京　　　十一月　帰

（一九〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太郎左衛門次男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田喜三次
　一銀百匁
　　慶応三卯年十一月廿五日太鼓御雇被
仰付月々如此被下置候

（一九一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長平忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富田徳太郎
　一銀百五拾匁
　　一慶応三卯年鳴物方御雇被仰付如此月々被下置候
　　一同年十一月廿六日支度出来次第堺町御警衛詰出立
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下置候銀之儀ハ以後不被下候事
　　一

（一九二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元御徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　𠀋蔵弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田駒吉
　　一同四辰年閏四月十一日鳴物方勤中御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一九三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篤右衛門妾腹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才川曽登次郎
　一百五拾匁
　　一慶応四辰年四月七日太鼓役御雇被仰付
　　　右中月々如此被下置候
　　一慶応四辰年閏四月十一日鳴物方御扶持方
一壱人半扶持
　　　如此被下置候、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（一九四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊三郎養父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三澤為吉
一壱人半扶持
　　一慶応四辰年五月晦日喇叭役
　　　御雇被仰付勤中御扶持方如此被下置候
　　一同年六月廿五日会征出立同十一月十三日帰

（一九五）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他次郎養父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東條兵次郎
一壱人半扶持
　　一慶応四辰年五月晦日喇叭役御雇
　　　被仰付勤中御扶持方如此被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠次郎養父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増村捨三郎
一壱人半扶持
　　一慶応四辰年五月晦日喇叭役御雇
　　　被仰付勤中御扶持方如斯被下置候

（一九六）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林右衛門養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧田平太郎
　　一慶応四辰四月五日
　　　御徒組後拒役御雇被仰付右勤中月々銀百五拾匁ツヽ被下置候
　　一同年閏四月十六日勤中
一壱人半扶持
　　　如是被下置
　　　　　但是迄被下置候銀之儀ハ以後不被下候事

（一九七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半太夫養子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹中半次郎
　　一慶応四辰四月五日
　　　御徒組後拒役御雇被仰付右勤中
　　　月々銀百五拾匁ツヽ被下置候
　　一同年閏四月十六日勤中
一壱人半扶持
　　　如是被下置、但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一統格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗古忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本東三郎
　　一慶応四辰四月五日小十人組
　　　後拒役御雇被仰付右勤中
　　　月々銀百五拾匁ツヽ被下置候
　　一同年閏四月十六日勤中
一壱人半扶持
　　　如是被下置、是迄被下候銀之儀ハ以後不被下

（一九八）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲生二太夫組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良右衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川達蔵
　　一慶応四辰四月五日
　　　鳴物致稽古候ニ付
　　　銀三百匁被下置候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松山廉吉
　　　　　前略
　　一慶応四辰閏四月十一日
　　　鳴物教授方被仰付御扶持方三人扶持被下置候
　　　　　但是迄被下置候之儀ハ以後不被下候事

（一九九）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉機他三郎
　　　　　前略
　　一慶応四辰四月十一日
　　　鳴物方教授方被仰付御扶持方三人扶持被下置候
　　　　　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田喜三次
　　　　　前略
　　一慶応四辰閏四月十一日
　　　鳴物方勤中御扶持方壱人半扶持被下置候
　　　　　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候事

（二〇〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山他之助
　　　　　前略
　　一慶応四辰閏十一日
　　　鳴物方勤中御扶持方壱人半扶持被下置候
　　　　　但是迄被下候銀之儀ハ以後不被下候

　　　　　　　　　　明道館方

（二〇一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本鍈吉
　　一慶応四辰閏四月十六日
　　　明道館典籍方典簿兼被仰付候
　　一同年十二月十六日明道館援読助
　　　書記兼被仰付右勤中御扶持方
一弐人扶持
　　　如此被下置候
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